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はじめに 

当ﾎｰﾑは平成 5 年に開設し、皆様に支え続けられ、26 周年を迎えることができました。こ

うして無事に迎えることができましたことは、地域の皆様のおかげと心より感謝申し上げます。 

平成 12 年 4 月にｽﾀｰﾄした介護保険制度から 18 年余りが経過しました。 

その間、未来を見据えた特別養護老人ﾎｰﾑ、ｼｮｰﾄｽﾃｲの個室ﾕﾆｯﾄ化、一昨年度からは、ﾄﾚｰ

ﾆﾝｸﾞﾏｼﾝやﾚｯﾄﾞｺｰﾄﾞ®などを用い、予防にも重視したﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰの増築、ICT（情報通信技術）

やﾛﾎﾞｯﾄ、機器などのﾃｸﾉﾛｼﾞｰを用いた未来型の KAIGO（介護）等に取り組み、地域の皆様に質

の高い介護ｻｰﾋﾞｽをお届けしようと、ｽﾀｯﾌ一同努力を重ねてまいりました。 

雇用については、高年齢の方や障がいをお持ちの方等、就労が困難な方にも介護やその周辺

業務をお手伝いいただき、地域における社会福祉法人のあるべき姿にまた一歩近づくことがで

きました。 

昨年 10 月には、三重県知事より「みえ働きやすい介護職場取組宣言事業所」である証明を

受けました。取り組みを評価していただいたことは、今までの努力が報われた思いであります。 

 

本年 5 月 1 日、30 年余に亘りともに歩んできた「平成」から「令和」へと改元が行われま

した。 

元号が変わり、未来に向けてｽﾀｰﾄを切りたいと思っておりますが、65 歳以上割合・75 歳以 

上割合が市の平均に比して著しく高い、鈴鹿市西部地域には特別養護老人ﾎｰﾑ（介護老人福祉

施設）は、当鈴鹿ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ 50 床しか整備されておりません。 

そのため、ｼｮｰﾄｽﾃｲなどを含めた滞在型ｻｰﾋﾞｽに対するﾆｰｽﾞが連動するように高まってきて

おり、地域の中で介護や支援が必要なご高齢者並びに日々介護をされているご家族の在宅生活

の継続が限界のところまできていることに強い危機感を抱いております。 

この点につきましては、早急に地域の皆様のﾆｰｽﾞに応えていく必要があると考え、過去より

行政等に対して声をあげているところでございます。 

私たちは、これまで地域の皆様とともに歩み、築き上げてきたものがたくさんあります 

が、決して立ち止まらずに日々ﾁｬﾚﾝｼﾞし、経営理念である”信頼されるべき存在であり続け

る”ことができるよう、ｽﾀｯﾌ一同、さらに一層の努力を重ねてまいることをお約束して、平

成 30 年度の事業についてご報告をいたします。 

 

 

 

令和元年 6 月 14 日    

 

社会福祉法人 鈴鹿福祉会  
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事業基本理念

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経営理念

行動指針

～こころづかいを

行動方針

採用指針

育成方針

中期経営計画

～社会福祉法人

◎「ﾘｱﾙﾀｲﾑでの

  ・根拠に基

・自宅での

☛ﾀﾌﾞﾚｯﾄ

ﾄ、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

☛ﾃﾞｼﾞﾀﾙ

 ◎「5 つの

①ﾕﾆｯﾄｹｱ

支援

②機能訓練

③地域共生社会

④恒久的

等）

⑤地域

事業基本理念に

経営理念 

行動指針  「気持

こころづかいを地域

行動方針  「ｽﾀｯﾌ

ていきます

採用指針  わたしたちと

る人 

育成方針  「まなぶ

の構築

「豊かな

中期経営計画 2018.4

『KAIGO(

社会福祉法人・介護ｻｰﾋﾞｽ

ﾘｱﾙﾀｲﾑでの情報のお

基づいたｹｱとｻｰﾋﾞｽ

での暮らしの維持

ﾀﾌﾞﾚｯﾄ、ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ等

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、各種

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ、ｱﾅﾛｸﾞの双方

つの事業戦略」 

ﾕﾆｯﾄｹｱ、重度者、

支援の充実 

機能訓練・介護予防

地域共生社会の実現

恒久的な人材確保

等） 

地域ﾆｰｽﾞ(課題)・ｳｫﾝﾂ

に基づく社会福祉事業

気持ちをかたちに

地域のみなさまに

ｽﾀｯﾌひとりひとりが

ていきます。」

わたしたちと一緒

 

まなぶ風土」

構築により、「

かな人材」

2018.4-2021.3

KAIGO(介護

ｻｰﾋﾞｽ事業者として

のお届けと情報

ｻｰﾋﾞｽ 

維持・継続を目指

等の情報通信機器

各種ﾈｯｸﾜｰｸ等の

双方によるｹｱ、

 

、認知症の方

介護予防の充実、

実現に向けた

人材確保・育成体制

・ｳｫﾝﾂ(要望)に

社会福祉事業

ちをかたちに」 

のみなさまに～ 

ひとりひとりが「

。」 

一緒に“鈴鹿

」の醸成と

、「働きがいのある

」の育成を

2021.3 ﾋﾞｼﾞｮﾝ

介護)の質の“

として、高い公共性

情報の公開」 

目指したｹｱ・

情報通信機器(ICT)、介護

の利活用 

、ﾃﾞｰﾀの評価

方、看取り、

、地域包括ｹｱ

けた障がい者等

育成体制の構築（教育

に応じた効果的

社会福祉事業・公益事業

 ～思いやりを

「新たな目標

鈴鹿ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ

と「互いに努力

きがいのある魅力的

を図ります 

ﾋﾞｼﾞｮﾝ 

“見える化”

公共性・公益性・

 

・ｻｰﾋﾞｽ 

介護ﾛﾎﾞｯﾄ、

評価、分析、共有

、医療ﾆｰｽﾞ・単身

ｹｱｼｽﾃﾑの構築に

者等の配慮が必要

教育・働き方改革

効果的な資本投下

公益事業

いやりを地域のみなさまに

目標」に向かい

ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ”をﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ

努力を認め

魅力的な職場

 

”を目指して

・透明性をもって

、介護機器、既存

共有、お届け、

単身や高齢者世帯等

に向けた取組

必要な方への支援体制

方改革・生産性向上

資本投下 

公益事業の経営

 

のみなさまに

かい、ﾁｬﾚﾝｼﾞ

ﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟしてくれ

め合える文化

職場」の形成

して』 

をもって活動する～

既存の介護保険

、公開 

高齢者世帯等に対

取組み 

支援体制の構築

生産性向上・業務効
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経営 

のみなさまに～ 
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してくれ 

文化」 

形成と 

～ 

介護保険ｿﾌ 

する 

構築 

効率化
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2. 法人及び平成 30 年度事業計画の概要 

法人設立 平成 4 年 4 月 9 日 

住所 鈴鹿市深溝町字北林 2956 番地 

電話 059-374-4600 

ＦＡＸ 059-374-4543 

Ｅ-ｍａｉｌ suzugu@mecha.ne.jp 

ＵＲＬ 
https://suzuka-greenhome.jp 

法人・各事業所の取り組みなどを日々掲載しています。 

ぜひ、ご覧ください。 

平成 30 年度 

事業計画目標 
～ “見える化”ﾁｬﾚﾝｼﾞ 2018 ～ 

※各取組みを行

う事業所を次

のとおり色分

けをして示し

ています。 

●特別養護老人ﾎ

ｰﾑ 

●ｼｮｰﾄｽﾃｲ 

●ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ 

●ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ 

●在宅介護支援 

➢未来型の KAIGO にﾁｬﾚﾝｼﾞ! 

●●●●●・地域のみなさまの期待を超える KAIGO ｻｰﾋﾞｽを提 

      供するためのﾁｬﾚﾝｼﾞ 

●●●●●・KAIGO、福祉施設の未来型ﾋﾞｼﾞﾈｽｽﾀｲﾙをﾃﾞｻﾞｲﾝするた

めのﾁｬﾚﾝｼﾞ 

●●●●●・健康寿命の延伸を目指し、健康を支え守るためのﾁｬﾚﾝｼﾞ 

●●●●●・生きがいと社会活動、参加を推進するためのﾁｬﾚﾝｼﾞ 

● ●・介護予防、機能訓練を推進するためのﾁｬﾚﾝｼﾞ 

●●   ・ICT、ﾛﾎﾞｯﾄ、ｾﾝｻｰ、機器の利活用を図るためのﾁｬﾚﾝｼﾞ 

●●●  ・認知症ｹｱ、医療ﾆｰｽﾞ、看取りｹｱのさらなる充実を図るた

めのﾁｬﾚﾝｼﾞ 

●●● ●・ｴﾋﾞﾃﾞﾝｽ（根拠）に基づいたｹｱを行うためのﾁｬﾚﾝｼﾞ 

●●●●●・ｹｱの効果の見える化を図るためのﾁｬﾚﾝｼﾞ 

●●    ・ﾕﾆｯﾄｹｱの深化(24 時間ｼｰﾄやｹｱﾌﾟﾗﾝの質の向上、ﾊﾟﾌﾞﾘｯ

ｸｽﾍﾟｰｽやﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの活用の在り方など)を図るためのﾁｬﾚ

ﾝｼﾞ 

●●●●●・不可能を可能にする課題解決力のあるｽﾀｯﾌとなるための 

ﾁｬﾚﾝｼﾞ 

➢地域共生社会の実現にﾁｬﾚﾝｼﾞ! 

●●●●●・「人材」「施設」「機能」を最大限生かすためのﾁｬﾚﾝｼﾞ 

●●●●●・顧客の立場に立ち、暮らしの継続のための支援に向けた 

ﾁｬﾚﾝｼﾞ 

●●●●●・あらゆる社会資源との連携を図るためのﾁｬﾚﾝｼﾞ 

➢KAIGO ｽﾀｯﾌの“魅力”“楽しさ”“深さ”の発信 



  

鈴鹿福祉会 5 

 

にﾁｬﾚﾝｼﾞ! 

●●●●●・地域を支える専門職として活動するためのﾁｬﾚﾝｼﾞ 

●●●●●・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ、ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ等によるﾘｱﾙﾀｲﾑの情報発信にﾁｬﾚﾝｼﾞ 

●●     ・ICT、ﾛﾎﾞｯﾄ、ｾﾝｻｰの利活用へのﾁｬﾚﾝｼﾞ 

●●●  ・学生、若者、高齢者、障がい者、外国人材等の雇用に対 

するﾁｬﾚﾝｼﾞ 

●●●●●・知識・技術の確かさと、楽しさ・ﾕｰﾓｱが共存した職場づく 

りへのﾁｬﾚﾝｼﾞ 

●●●●●・働き方改革を推進し、仕事の見える化を図るためのﾁｬﾚﾝ 

ｼﾞ 

●●●●●・ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽを含めたさらなる労働環境の改善を図るた 

めのﾁｬﾚﾝｼﾞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各取り組みの達成度については、 

○…達成できた 

△…ほぼ達成できた（一部達成できなかった） 

×…あまり達成できなかった  で評価しています。 

 

 法人・各社会福祉事業の事業計画  
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法 人 

〈理事・監事・評議員・ 

総務係（事務部門）〉 

評 価 

1.未来型思考の経営の徹底 

■月例会 ○ ➣計 12 回(4/2､5/1､6/1､7/2､8/1､9/3､10/1､11/1､12/1､ 

1/4、2/1､3/1) 

■幹部会議 ○ 

 

➣計 12 回(4/19、5/21、6/20、7/19、8/20、9/18、10/20、

11/19、12/21、1/19、2/20、3/20) 

■連携会議 ○ ➣計 12 回(4/3、5/8、6/5、7/3、8/7、9/4、10/2、11/6、

12/4、1/8、2/12、3/5) 

■各部署会議の開催 ○ ➣特養：計 12 回(4/12、5/10、6/14、7/10、8/8、9/13、

10/10、11/7、12/12、1/9、2/14、3/14) 

➣ﾃﾞｲ：計 12 回(4/10、5/10、6/9、7/10、8/10、9/10、

10/10、11/10、12/10、1/10、2/11、3/12) 

➣居宅介護支援：計 12 回(4/24、5/21、6/11、7/17、

8/20、9/10、10/15、11/12、12/10、1/21、2/18、3/18) 

■臨時会議の開催(随時) ― ➣開催なし 

2.組織運営 

(1)適切な法人運営 

①理事会の開催 

 

評議員会の開催 

○ 

 

○ 

➣計 3 回(5/24、11/26、3/12)：計 9 議案を審議、11 事項を

報告 

➣計 2 回(6/15、3/26)：計 6 議案を審議、4 事項を報告 

②法人の中身の見える化 

■監事監査の実施 

 

○ 

 

➣5/16 

■内部経理･予算監査の実施 ○ ➣5/16 

■外部会計監査の実施 ○ ➣計 12 回(4/19、5/11、6/7、7/10、9 月はﾃﾞ-ﾀ送受により 

実施、8/10、10/12、11/12、12/12、1/17、2/8、3/4) 

■社会保険労務士との相談 

強化 

○ ➣労務顧問契約継続 

➣10/10：ﾎｰﾑにおいて直接相談、その他ﾒｰﾙによる相談 

■ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等における情報

発信・情報公開【目標:年

間 10 万ﾍﾟｰｼﾞﾋﾞｭ-超】 

○ ➣ﾍﾟｰｼﾞﾋﾞｭｰ数：１２０，５７４（前年度比：＋ ８．７％） 

➣ﾕｰｻﾞｰ数  ： １９，０９４（前年度比：＋７５．６％） 

➣2 年連続 10 万ﾍﾟｰｼﾞﾋﾞｭｰを達成いたしました 

■ご家族ｱﾝｹｰﾄの継続実施 ○ ➣9 月～10 月にかけて実施いたしました 

➣結果については、ご家族に郵送及びﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞにおいて 

公表いたしました 

■職員ｱﾝｹｰﾄの継続実施 ○ ➣9 月に実施し、結果について幹部会議等において検討

をいたしました 
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■家族面会や見学者等、来

訪者を増やす 

○ ➣行事のご案内、NEWSLETTER、近況報告等のお手紙を

お送りいたしました 

➣ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの「ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑだより」を日々更新し、日々の

出来事や日常の報告、知識と適切な技術の中にもﾕｰﾓ

ｱが存在する事業所であることを発信し続けました 

■介護相談員(鈴鹿亀山地区 

広域連合) 

○ ➣計 12 回(4/10、5/11、6/8、7/2、8/2、9/3、10/1、11/2、

12/3、1/7、2/1、3/6) 

■実習・職場体験 ○ ➣5 月：鈴峰中学校職場体験学習       4 名 

➣6 月：三重県新規採用職員福祉体験研修 2 名 

➣7 月：三重県新規採用職員福祉体験研修 4 名 

➣9 月～3 月：WAJYUN＋（ﾌﾟﾗｽ）様       5 名 

■ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ ○ ～皆様ありがとうございました～ 

➣（特養）音楽会ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ様､傾聴ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ様 

➣（ﾃﾞｲ）音楽会ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ様､ﾊｰﾓﾆｶ演奏ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ様､やさし

い 3B 体操様､ﾌｫｰｸﾀﾞﾝｽﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ様､ｽｳｨｰﾄﾎﾟﾃﾄ様(ｵｶﾘ

ﾅ)、ｷﾞﾀｰ演奏ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ様､ｱﾛﾊｵﾘｰﾌﾞ様(ﾌﾗﾀﾞﾝｽ)､PUA･

LEHUA 様(ﾌﾗﾀﾞﾝｽ)､なでしこ会様､深伊沢保育所様､み

づきれい子様､川崎滝謡寿様､中村様(ﾏｼﾞｯｸｼｮｰ)､玉垣

小学校金管ﾊﾞﾝﾄﾞ様､鈴の会様､ｶﾝﾅの会様､GG ｺﾝｻｰﾄ

様､岸田保育園様【順不同】 

■見学・取材等の受け入れ ○ ➣7/28：亀寿苑様、8/28：ﾍﾞﾙﾌﾟﾗﾝﾂ様、9/11：伊勢ﾏﾘﾝﾎｰ

ﾑ様、11/17：栄光会様、12/11：CNS・中日新聞（鈴鹿法

人会様より車いす・寄せ植え・壁掛けをご寄贈頂いた

際）、1/14：三重ﾍﾞﾀﾆﾔ様、1/22：かすみの里様、2/12：

亀山市南部地区まちづくり協議会福祉委員会様、2/19：

鈴鹿市健康福祉部長・健康福祉政策課、2/23：三重ﾃﾚ

ﾋﾞ様、3/26：三重県知事 

■地域との連携強化 ○ ➣深伊沢地区社会福祉協議会理事拝命 

➣民生委員、自治会等との意見交換 

➣4/24：深伊沢地区社会福祉協議会総会 

③行政、地域包括支援ｾﾝﾀｰ

等の関係機関との相談・

連携強化 

○ ➣8/2：第 1 回鈴鹿西部包括地域ｹｱ圏域会議出席 

➣8/10：地域ｹｱ個別検討会議出席 

➣8/23：居宅大掃除支援 

➣10/16：地域ｹｱ個別検討会議出席 

3.社会福祉法に沿った運営 

(1)地域貢献活動 

①低所得者等に対する支援の推進 

■社会福祉法人による利用

者負担軽減制度 

△ ➣対象者はありませんでした 

対象者があった場合は速やかに対応してまいります 

■三重県社会福祉法人地域 ○ ➣継続して参画をいたしました 



  

鈴鹿福祉会 8 

 

公益活動『みえ福祉の「わ」

創造事業』への参画 

■法定雇用率を超える障が 

い者雇用の継続 

○ 

 

➣障がい者雇用率 3 名（H31.3.31 現在、職員 99 名中） 

■就職が困難な方(障がい

者・若年者・女性・高年

齢者・児童福祉施設等か

らの退所者・外国人材な

ど)の雇用推進 

○ ➣（H31.3.31 現在、職員 99 名中、複数選択） 

障がい者：3 名（再掲）、若年者：26 名、女性：63 名、高 

年齢者：16 名、児童福祉施設等からの退所者・外国人 

材等：1 名 

②認知症高齢者のｻﾎﾟｰﾄの推進 

■認知症ｷｬﾗﾊﾞﾝ・ﾒｲﾄ(鈴鹿

市・鈴鹿市西部地域包括

支援ｾﾝﾀｰ)への参画 

○ ➣ 4/22：鈴鹿市認知症ｷｬﾗﾊﾞﾝ・ﾒｲﾄ連絡協議会出席➣

11/15：認知症ｻﾎﾟｰﾀｰ養成講座協力 

■認知症介護実践者・ﾘｰﾀﾞ

ｰ研修等の受講 

○ ➣認知症介護実践ﾘｰﾀﾞｰ研修：特養 2 名受講 

■定期的に学びの機会を持

つ 

○ ➣会議内及び採用時等に認知症ｹｱに関する研修等を実 

施しました 

③地域の見守り活動の推進 

 

■子どもを守る家(鈴鹿警察

署・PTA・鈴鹿市)賛同 

○ ➣ﾎｰﾑ建屋（通学路に向かって）にｽﾃｯｶｰを掲示（保護児

童・児童：0 名） 

■鈴鹿市徘徊高齢者等のた

めの安心ﾈｯｸﾜｰｸ(社会福

祉法人鈴鹿市社会福祉協

議会)への賛同 

○ ➣連絡を受けた際には、各部署職員に情報を伝達し、注意 

を促しました 

■地域見守り活動【ｽｸｰﾙｻﾎﾟ

ｰﾀｰ】(鈴鹿市教育委員会)

への賛同 

○ ➣保有車両にｽﾃｯｶｰを掲示し、地域で活動しております 

④各種啓発活動の推進 

■特殊詐欺【振り込め詐欺

等】対策の実施(郵便局と

協同) 

○ ➣地域に配布し、特殊詐欺防止にかかる啓発を行いました 

(6,145 通) 

■感染症防止(ﾉﾛｳｲﾙｽ・ｲﾝﾌﾙ

ｴﾝｻﾞ等)熱中症防止等の

推進 

○ ➣4/26：ｼｮｰﾄｽﾃｲ棟に低濃度ｵｿﾞﾝ発生装置設置 

➣ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、ﾘｰﾌﾚｯﾄによる啓発 

➣介護予防普及啓発事業時の啓発 

➣感染症対策委員会からの啓発・報告（計 12 回） 

➣ﾎｰﾑ内への感染症持ち込み防止対策として 1/22～ 

2/22 の間、特養・ｼｮｰﾄｽﾃｲの面会を一時中止いたしまし 

た 

⑤介護相談・介護予防等の実施 



 

鈴鹿福祉会

 

■介護予防普及啓発事業

■介護

 

■車

⑥その

■災害義援金

■亀山高校方言調査協力

■鈴峰中学校体育祭

加

■いきいき

力

設協会

■交流会

老人福祉施設協会

■各種関係団体等

会

講師派遣

■地域高齢者

備

4.法人理念

■目標

(1)ご

鈴鹿福祉会 

介護予防普及啓発事業

介護・健康等無料相談

車いす等無料貸出

その他、地域

災害義援金 

亀山高校方言調査協力

鈴峰中学校体育祭

加 

いきいき介護

力(鈴亀ﾌﾞﾛｯｸ

設協会) 

交流会の参加

老人福祉施設協会

各種関係団体等

会・研修会等

講師派遣 

地域高齢者見守

備(鈴鹿市より

法人理念に沿

目標：職員浸透率

ご家族、地域

介護予防普及啓発事業 

健康等無料相談 

等無料貸出 

地域における活動

 

亀山高校方言調査協力 

鈴峰中学校体育祭への参

介護ﾌｪｽﾀへの協

ﾌﾞﾛｯｸ老人福祉施

参加(鈴亀ﾌﾞﾛｯｸ

老人福祉施設協会) 

各種関係団体等の委員

研修会等への委員・

見守り体制整

より受託) 

沿った行動 

職員浸透率 100

地域との交流

 

 

○ 

○ 

 

○ 

※在宅介護支援ｾﾝﾀｰ事業報告をご覧ください

➣9/1

➣11/18

※在宅介護支援ｾﾝﾀｰ事業報告をご覧ください

活動の推進 

○ ➣所轄庁の承認手続を踏み、

部地震に対する義援金をお送りしました（

老施協→

 ○ ➣9/22

参 ○ ➣9/19

協

老人福祉施

○ ➣9/1

遣を行いました

ﾌﾞﾛｯｸ ○ ➣10/25

・

○ ➣公益社団法人

会幹事

➣三重県老人福祉施設協会

➣三重県老人福祉施設協会

➣社会福祉法人

職員研修委員会委員

➣三重県福祉人材ｾﾝﾀｰ

➣社会福祉法人

➣三重県福祉人材ｾﾝﾀｰ

会講師

➣ｱｸｾｼﾌﾞﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ食器

➣三重県「認知症ｹｱ

ﾆｰｽﾞ型

体制整 ○ 

 

➣実績

※在宅介護支援ｾﾝﾀｰ事業報告をご覧ください

 

100％ ○ ➣会議、ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ、書類、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、採用説明時、名札

記載等により、さらなる浸透を図りま

した

交流 

※在宅介護支援ｾﾝﾀｰ事業報告をご覧ください

9/1：いきいき介護ﾌｪｽﾀにｽﾀｯﾌ

11/18：石薬師ふれ愛ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙに管理栄養士

ﾀﾙｺﾐｯﾄﾛﾎﾞ・ﾊﾟﾛを派遣しました

在宅介護支援ｾﾝﾀｰ事業報告をご覧ください

 

所轄庁の承認手続を踏み、

部地震に対する義援金をお送りしました（

老施協→各被災施設）

9/22 

9/19：ご入居者とともに参加しました

9/1～9/3：作品展示

遣を行いました

10/25：特養ご入居者とともに参加しました

公益社団法人

会幹事 

三重県老人福祉施設協会

三重県老人福祉施設協会

社会福祉法人

職員研修委員会委員

三重県福祉人材ｾﾝﾀｰ

議会委員 

社会福祉法人

等人材育成支援研修講師

三重県福祉人材ｾﾝﾀｰ

会講師 

ｱｸｾｼﾌﾞﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ食器

➣三重県「認知症ｹｱ

ﾆｰｽﾞ型ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

➣実績 0 件 

※在宅介護支援ｾﾝﾀｰ事業報告をご覧ください

会議、ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ、書類、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、採用説明時、名札

記載等により、さらなる浸透を図りま

した 

※在宅介護支援ｾﾝﾀｰ事業報告をご覧ください

：いきいき介護ﾌｪｽﾀにｽﾀｯﾌ

石薬師ふれ愛ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙに管理栄養士

ﾀﾙｺﾐｯﾄﾛﾎﾞ・ﾊﾟﾛを派遣しました

在宅介護支援ｾﾝﾀｰ事業報告をご覧ください

所轄庁の承認手続を踏み、

部地震に対する義援金をお送りしました（

被災施設） 

：ご入居者とともに参加しました

作品展示及び

遣を行いました 

ご入居者とともに参加しました

公益社団法人全国老人福祉施設協議会

三重県老人福祉施設協会

三重県老人福祉施設協会

社会福祉法人三重県社会福祉協議会

職員研修委員会委員 

三重県福祉人材ｾﾝﾀｰ 介護人材確保対策連携推進協

社会福祉法人三重県社会福祉協議会

等人材育成支援研修講師

三重県福祉人材ｾﾝﾀｰ・皇學館大學

ｱｸｾｼﾌﾞﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ食器機構研究会

➣三重県「認知症ｹｱ製品等開発・

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 等 

※在宅介護支援ｾﾝﾀｰ事業報告をご覧ください

会議、ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ、書類、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、採用説明時、名札

記載等により、さらなる浸透を図りま

※在宅介護支援ｾﾝﾀｰ事業報告をご覧ください

：いきいき介護ﾌｪｽﾀにｽﾀｯﾌ 1 名を派遣しました

石薬師ふれ愛ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙに管理栄養士

ﾀﾙｺﾐｯﾄﾛﾎﾞ・ﾊﾟﾛを派遣しました 

在宅介護支援ｾﾝﾀｰ事業報告をご覧ください

所轄庁の承認手続を踏み、西日本豪雨、北海道胆振東

部地震に対する義援金をお送りしました（

 

：ご入居者とともに参加しました 

及びﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄの設置

ご入居者とともに参加しました

人福祉施設協議会

三重県老人福祉施設協会 調査研究

三重県老人福祉施設協会 21 世紀委員会委員

三重県社会福祉協議会

介護人材確保対策連携推進協

三重県社会福祉協議会

等人材育成支援研修講師 

・皇學館大學 

機構研究会委員

製品等開発・普及加速化事業

※在宅介護支援ｾﾝﾀｰ事業報告をご覧ください

会議、ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ、書類、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、採用説明時、名札

記載等により、さらなる浸透を図りま 

※在宅介護支援ｾﾝﾀｰ事業報告をご覧ください 

名を派遣しました

石薬師ふれ愛ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙに管理栄養士 2 名とﾒﾝ

在宅介護支援ｾﾝﾀｰ事業報告をご覧ください 

西日本豪雨、北海道胆振東

部地震に対する義援金をお送りしました（当法人→

 

ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄの設置並びにｽﾀｯﾌ派

ご入居者とともに参加しました 

人福祉施設協議会 21 世紀委員

調査研究・研修委員長

世紀委員会委員 

三重県社会福祉協議会 社会福祉施設

介護人材確保対策連携推進協

三重県社会福祉協議会 小規模事業所

 福祉のシゴト説明

委員 

加速化事業」

※在宅介護支援ｾﾝﾀｰ事業報告をご覧ください 

会議、ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ、書類、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、採用説明時、名札
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名を派遣しました 

名とﾒﾝ 

西日本豪雨、北海道胆振東 

当法人→全国 

ｽﾀｯﾌ派

世紀委員 

研修委員長 

 

社会福祉施設 

介護人材確保対策連携推進協 

小規模事業所 

福祉のシゴト説明

」現場

会議、ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ、書類、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、採用説明時、名札 



 

鈴鹿福祉会

 

■創立

(5

■敬老祝賀会

 

■ｸﾞﾘｰﾝ

(10

 

 

 

 

 

■ｸﾘｽﾏｽ

■家族懇談会

(2)地域課題

鈴鹿福祉会 

創立 25 周年記念行事

(5 月 12 日)

敬老祝賀会(9

ｸﾞﾘｰﾝの秋まつり

(10 月 8 日)

 

 

 

ｸﾘｽﾏｽ会(12

家族懇談会(3

地域課題の

周年記念行事 

) 

(9 月 17 日

まつり 

) 

(12 月 15 日) 

(3 月 10 日

の解決に向けた

 ○ ➣12

きました

日) ○ ➣ｽﾀｯﾌ

食を提供いたしました

○ 

 

 

 

 

➣特養入居者

普及啓発事業

加いただき

 ○ 

 

➣9

いただき

日) ○ ➣9

参加いただき

状況や事業所の取組報

告、介護予防の取組

ｰﾆﾝｸﾞﾏｼﾝ、ﾚｯﾄﾞｺｰﾄﾞ

を体験いただきました

けた取り組み

12 家族、21 名

きました 

ｽﾀｯﾌ全員でお祝いするとともに行事

食を提供いたしました

特養入居者ご

普及啓発事業

加いただきました

ICT 技術を用いた中継

し、食事（ｶﾚｰ

提供すること

識の向上につなげることがで

きました 

9 家族、28 名

いただきました

9 家族、13 名の方にご

参加いただき

状況や事業所の取組報

告、介護予防の取組

ｰﾆﾝｸﾞﾏｼﾝ、ﾚｯﾄﾞｺｰﾄﾞ

を体験いただきました

み 

名の方にご参

全員でお祝いするとともに行事

食を提供いたしました 

ご家族 32 名、介護予防

普及啓発事業ご利用者 25

ました 

技術を用いた中継に加え、

ｶﾚｰ・ﾋﾟｻﾞを提供）を

提供すること等により、防災意

の向上につなげることがで

名の方にご参加

ました 

名の方にご 

参加いただき、地域の 

状況や事業所の取組報 

告、介護予防の取組(ﾄﾚ 

ｰﾆﾝｸﾞﾏｼﾝ、ﾚｯﾄﾞｺｰﾄﾞ®) 

を体験いただきました 

参加いただ 

全員でお祝いするとともに行事 

名、介護予防 

25 名にご参 

に加え、災害用

を提供）を 

、防災意 

の向上につなげることがで 

の方にご参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害用ｷｯﾁﾝｶｰを手配
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を手配
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■地域に不足している介護

ｻｰﾋﾞｽ等の検討・創出 

○ ➣H30.1 にﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ・ｼｮｰﾄｽﾃｲを増築し、地域のﾆｰ

ｽﾞに副った運営を行うことができました 

➣ 7/5：三重県にｼｮｰﾄｽﾃｲ 20 床特養転換増床申請提出

（結果：不受理） 

➣ 6/ 1 園田参議院議員との意見交換 

➣ 6/ 1：全国社会福祉協議会齋藤会長との意見交換 

➣ 6/ 1：全国老人福祉施設協議会石川会長との意見交換 

➣ 6/10：地域のお元気な方を対象としてﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾏｼﾝ等の

体験会を開催 

➣ 6/11：鈴鹿市医師会在宅医会において、ｼｮｰﾄｽﾃｲの 

看取り事例報告 

➣ 6/29：老人保健福祉施設整備計画に関する事業者説

明会参加 

➣ 7/5：三重県に 20 床増床申請提出（結果：不受理） 

➣ 7/ 1：川崎衆議院議員、末松鈴鹿市長との意見交換 

➣ 7/ 9：末松鈴鹿市長、鈴鹿市健康福祉部長との意見交 

換、事業所見学 

➣ 8/ 1：平野鈴鹿市議会議員との意見交換 

➣ 9/11、 1/21、 2/ 7：山中市議会議員との意見交換 

➣10/15：三重県ﾗｲﾌｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ課､三重県産業支援ｾﾝﾀｰ

との意見交換 

➣10/22：全国老人福祉施設協議会理事との意見交換 

➣ 1/ 7：三重県ﾗｲﾌｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ課「認知症ｹｱ製品等開発・ 

普及に関するﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ」出席 

➣ 2/12：鈴鹿市健康福祉部長、健康福祉政策課との意見 

交換 

➣ 3/ 6：藤田県議会議員との意見交換、事業所見学 

➣ 3/10：在宅ｻｰﾋﾞｽ利用者家族懇談会開催 

➣ 3/26：鈴木三重県知事との意見交換、事業所見学 

5.人材の確保・育成 

(1)採用等につながる活動の継続 

■各種就職ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ等への

参加 

○ ➣ 5/30：福祉のシゴト説明会講師派遣（於：皇學館大学） 

➣ 7/8：「福祉・介護・看護の就職ﾌｪｱ」参加 

➣ 8/9：「若者応援就活ﾌｪｱ」参加 

➣10/4：障がい者就職面接会参加 

➣11/17：「福祉・介護・看護の就職ﾌｪｱ」参加 

■ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞや専門誌等によ 

る情報発信 

○ ➣日々、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ「ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑだより」を更新し、介護の魅

力や深さ等について発信いたしました 

■ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ、実習生、職場体

験受入 

○ ※「法人 2.-（1）-②」をご覧ください 
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■鈴鹿市ﾜｰｸｷｬﾝﾌﾟ賛同 ○ ➣5/23：第 1 回鈴鹿市社会福祉施設連絡協議会出席 

➣7/24：鈴峰中学校ﾜｰｸｷｬﾝﾌﾟ（生徒 6 名参加） 

➣8/24：鈴西小学校ﾜｰｸｷｬﾝﾌﾟ（生徒 10 名参加） 

➣9/21：第 1 回鈴鹿市社会福祉施設連絡協議会出席 

■各種研修会への講師等派 

 遣 

○ ➣全国老施協ｶﾝﾄﾘｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞ(中国ﾌﾞﾛｯｸ･九州ﾌﾞﾛｯｸ･東北

ﾌﾞﾛｯｸ) 

➣5/30：福祉のシゴト説明会（於：皇學 

館大学） 

➣8/28：小規模事業所等人材支援研 

修講師 

■「みえ働きやすい介護職

場取組宣言事業所証明

書」取得 

○ ➣10/29：三重県庁、ｽﾀｰﾄｾﾚﾓﾆｰに出 

席し、知事より第 1 号の証明を受け 

ました 

■みえ介護ﾌｪｱ 2018 への 

参画(於：ｲｵﾝﾓｰﾙ鈴鹿) 

○ ➣11/10：ﾏｯｽﾙｽｰﾂ®(ｲﾉﾌｨｽ社製)の体験ｺｰﾅｰ及びｽﾃｰ

ｼﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを担当しました／「みえ働きやすい介護職場

取組宣言事業所」として事例報告を行いました 

■施設内外研修の受講、勉 

強会の開催 

○ ※以降をご覧下さい 

事業所外：計 91 回受講、延べ 182 名参加 

事業所内：計 21 回開催、延べ 183 名参加 

合計 112 回  、延べ 365 名参加 

日 程 研 修 名 等 部署・人数 

4/12 鈴鹿西部地域包括支援ｾﾝﾀｰ合同事例研究会 居宅介護支援 1 名 

4/14 「認知症機能低下予防ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｼﾅﾌﾟｿﾛｼﾞｰとは」 居宅介護支援 1 名 

4/20 施設ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ研修 特養 1 名 

4/22 鈴鹿市認知症ｷｬﾗﾊﾞﾝ・ﾒｲﾄ連絡協議会第 5 回研修

会「認知症でも笑顔のままで」 

居宅介護支援 2 名 

ﾃﾞｲ 1 名 

4/24 【事業所内】ｹｰｽﾌｧｲﾙの開示 居宅介護支援 7 名 

4/29 自立支援介護導入＆実践ｾﾐﾅｰ in 亀山 総務 1 名 特養 4 名 

5/11 職場体験受入事業所指導担当職員研修会 特養 1 名 

5/18 国際福祉健康産業展 ﾃﾞｲ 1 名 

居宅介護支援 2 名 

5/19 介護報酬加算算定推進ｾﾐﾅｰ 総務 1 名 

5/22 【事業所内】「身体障害等級と補装具の購入と修理

について」「聞こえと補聴器、聴覚ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞについ

て」 

居宅介護支援 6 名 

5/28 第 1 回鈴鹿西部地域包括ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ支援会議「実

地指導を万全に乗り切るための介護報酬改定後

の算定用件の確認と次期介護保険制度改正の動

き」 

居宅介護支援 5 名 
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5/29、30 全国老施協 21 世紀委員会拡大委員会 総務 1 名 

6/6 社会福祉施設のﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ 特養 1 名 

居宅介護支援 1 名 

6/9 制度改正と報酬改定を踏まえた介護支援専門員の

あり方 

居宅介護支援 1 名 

6/11 【事業所内】ND ｿﾌﾄｳｪｱ「介護業務支援ｿﾌﾄほのぼ

の」「音声入力ｿﾌﾄ Voice Fun」ﾃﾞﾓ説明 

居宅介護支援 6 名 

6/13 元気を引き出す“楽ﾜｻﾞ介護術” 特養 1 名 

6/14 俯瞰的・客観的に事例をとらえる視点 居宅介護支援 4 名 

6/15 新規要介護認定調査員実務研修会 居宅介護支援 1 名 

6/20 福祉避難所について 特養 2 名 

6/21 知って得する!!介護保険事務の流れ・算定のﾎﾟｲﾝﾄ

解説 

総務 1 名 特養 1 名 

介護保険ｻｰﾋﾞｽ事業者等集団指導 総務 1 名 ﾃﾞｲ 1 名 

6/23 第 15 回三重中勢緩和ｹｱ研究会「がん患者を取り

巻く環境の変化と対応」「熊本での緩和医療の現

状」 

居宅介護支援 1 名 

6/25 管理栄養士・栄養士研修会 総務 1 名 

7/3 社会福祉法人役員及び幹部職員研修会 総務 1 名 

7/4 他職種親睦会 総務 1 名 

居宅介護支援 2 名 

7/10 【事業所内】救急救命講習会 総務 1 名 特養 12 名 

ﾃﾞｲ 1 名 

居宅介護支援 4 名 

医師会ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ研修 居宅介護支援 2 名 

7/12、13 東海北陸ﾌﾞﾛｯｸ老人福祉施設研究大会 本部 1 名 総務 1 名 

特養 1 名 

7/17 【事業所内】「熱中症について」 居宅介護支援 6 名 

7/22 福祉避難所設置・運営開設訓練 特養 2 名 

7/23 社会福祉法人永甲会障害者生活介護事業所ｻｸﾗ

ﾉ園様に見学 

総務 1 名 特養 2 名 

ﾃﾞｲ 2 名 

居宅介護支援 2 名 

7/25 鈴鹿市医師会在宅医療ｹｱ勉強会 居宅介護支援 1 名 

8/20 【事業所内】小規模多機能型居宅介護について 居宅介護支援 6 名 

8/21 鈴亀地区老施協県外視察研修 特養 2 名 

指定居宅介護支援事業所等集団指導 居宅介護支援 1 名 

8/22 都道府県経営協ｾﾐﾅｰ 特養 1 名 

8/31、9/1 日本高齢者虐待防止学会 総務 1 名 

居宅介護支援 2 名 

9/7 【事業所内】福祉避難所開設等研修(避難所運営体 特養 13 名 
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験ｹﾞｰﾑ(HUG)) 医務 2 名 

9/10 【事業所内】虐待防止について（日本高齢者虐待防

止学会の参加伝達研修） 

居宅介護支援 6 名 

9/13 健康確保ｾﾐﾅｰ 総務 1 名 

鈴鹿西部圏域合同事例研究会 居宅介護支援 6 名 

9/14 要介護認定調査員現任者研修会 居宅介護支援 3 名 

9/15 「災害時のｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄについて」 居宅介護支援 1 名 

9/20、21 東海北陸ﾌﾞﾛｯｸｶﾝﾄﾘｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞ 総務 1 名 特養 3 名 

9/22 【事業所内】褥瘡予防・ﾎﾟｼﾞｼｮﾆﾝｸﾞ勉強会 特養 6 名 

10/2 【事業所内】非常用発電機の取扱い・給油研修 総務 1 名 特養 2 名 

居宅介護支援 1 名 

10/3 権利擁護に関する研修会 総務 1 名 特養 2 名 

10/4 全国老施協ﾄｯﾌﾟｾﾐﾅｰ 本部 1 名 総務 1 名 

10/5 ｱﾝｶﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研修 特養 3 名 

10/9、10 喀痰吸引等指導者養成研修 医務 1 名 

10/9 ﾘｰﾀﾞｰやこれからﾘｰﾀﾞｰになる人のための研修会 総務 1 名 特養 6 名 

10/11 Value Presentation 2018 総務 1 名 

居宅介護支援 1 名 

要介護認定調査員現任者研修 居宅介護支援 3 名 

10/15 【事業所内】栄養ｹｱﾌﾟﾛｾｽと製品紹介 居宅介護支援 6 名 

10/18 口腔ｹｱに関する研修会 総務 1 名 特養 4 名 

10/19 【事業所内】講話（文化行事） 総務 1 名 特養 7 名 

10/20 労務管理研修会 総務 1 名 特養 1 名 

「ｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ関連制度改正の具体的対応」 居宅介護支援 1 名 

10/22、25 ﾊﾞｲﾀﾙﾘﾝｸ新ｼｽﾃﾑ概要説明会 居宅介護支援 2 名 

10/24 「精神科病院への医療保護入院の繋ぎ方と地域

移行の支援について」 

居宅介護支援 2 名 

10/26 介護予防従事者研修会 ﾃﾞｲ 1 名 

居宅介護支援 1 名 

11/1、2、7、8、

14、16、20、22、

27、30、1/16 

認知症介護実践ﾘｰﾀﾞｰ研修 特養 2 名 

11/5 腰痛予防対策研修会 特養 1 名 

11/6 ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽに関する研修会 総務 2 名 特養 1 名 

居宅介護支援 1 名 

放課後等ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽりんぐりんぐ鈴鹿様見学 特養 2 名 ﾃﾞｲ 1 名 

居宅介護支援 3 名 

11/9 みえ福祉用具ﾌｫｰﾗﾑ 2018 特養 1 名 

居宅介護支援 1 名 

11/12 【事業所内】ｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ関連制度改正への具体的 居宅介護支援 6 名 
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対応～改正施行後の疑問解消～（介護支援専門

員協会研修の伝達研修） 

11/14 在宅部会研修会 ﾃﾞｲ 1 名 

11/19 運営管理研修会 総務 1 名 

11/20、21 全国老人福祉施設大会 総務 1 名 

11/29 職能部会研修会・意見交換会 医務 1 名 

12/4 第 3 回鈴亀ﾌﾞﾛｯｸ老施協研修会 特養 1 名 

12/5 LGBT と多様性 総務 1 名 

12/6 課題別研修会Ⅴ 特養 2 名 

12/8 魅力ある職場づくり・人づくり研修会 特養 2 名 

12/10 【事業所内】結核について 居宅介護支援 6 名 

12/12 経営分析指標に関する研修会 本部 1 名 総務 2 名 

急性期医療の相談援助と地域包括ｹｱ病棟につい

て 

居宅介護支援 2 名 

12/13 第 6 回鈴鹿西部包括支援ｾﾝﾀｰ地域ｹｱ圏域会議

「高次脳機能障害の方への支援・関わり方につい

て」 

居宅介護支援 2 名 

12/20 ﾕﾆｯﾄｹｱﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟﾟ研修 特養 3 名 

12/30 【事業所内】ﾘﾌﾄの使い方研修 特養 1 名 

1/7 認知症ｹｱ製品等開発・普及に関するﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 総務 1 名 

1/8 広報研修会 ﾃﾞｲ 1 名 

1/10 Kaigo ｶﾌｪﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ養成講座 特養 1 名 

1/18 みえぎん新春講演会 本部 1 名 総務 1 名 

1/21 【事業所内】道路交通法改正による変更点について 居宅介護支援 6 名 

1/28 全国老施協新春ﾄｯﾌﾟｾﾐﾅｰ 本部 1 名 総務 1 名 

2/1 看取り事例発表会 医務 1 名 

2/5 集団的相談指導会 総務 1 名 

2/6 豊かな介護人材が揃う魅力ある職場づくりｾﾐﾅｰ 特養 1 名 

｢がん患者に対する相談援助と緩和ｹｱ病棟の機

能について｣ 

居宅介護支援 1 名 

2/8 三重老施協 21 世紀委員会勉強会 特養 1 名 

2/15 地域共生社会実現ﾌｫｰﾗﾑ 居宅介護支援 1 名 

2/18 【事業所内】認知症保険について 居宅介護支援 6 名 

2/19、20 甲種防火管理者講習 医務 1 名 

2/21、22 東海北陸ﾌﾞﾛｯｸ 21 世紀委員会合同委員会 総務 1 名 特養 1 名 

2/26 三重県ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ協議会研修会 ﾃﾞｲ 1 名 

2/26 三重老施協在宅部会研修会Ⅲ ﾃﾞｲ 1 名 

2/27 ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ・有期雇用労働法等説明会 総務 1 名 

2/28 多職種連携研修会「古くて新しい皮下注射」 医務 4 名 
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3/1 全国経営協高齢者福祉事業経営ｾﾐﾅｰ 本部 1 名 

3/2 ｼﾙﾊﾞｰﾌｫｰﾗﾑみえ 総務 1 名 

居宅介護支援 1 名 

3/4 ｢ｹｱﾌﾟﾗﾝ点検事業から見えた、あなたの事業所の

質｣ 

居宅介護支援 1 名 

3/5 「働き方改革関連法の内容の理解とその対応につ

いて」 

総務 1 名 

3/12 新たな外国人材受入れに係る制度説明会 総務 1 名 

【事業所内】ﾎﾞｲｽﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ勉強会 本部 1 名 総務 1 名 

ﾃﾞｲ 6 名 

居宅介護支援 1 名 

3/13 災害福祉支援ｾﾐﾅｰ 特養 1 名 

3/18 【事業所内】ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研修 総務 3 名 特養 7 名 

医務 1 名 ﾃﾞｲ 10 名 

【事業所内】ｹｰｽﾌｧｲﾙの開示 居宅介護支援 6 名 

3/19 【事業所内】安全運転講習・腰痛予防研修 総務 2 名 特養 9 名 

医務 3 名 ﾃﾞｲ 8 名 

居宅介護支援 5 名 

3/22 「要援護者台帳のあり方と地域連携について」 居宅介護支援 1 名 

3/24 要介護認定審査会委員新規研修会 特養 1 名 

■資格取得の推進 ○ ➣介護福祉士国家試験 3 名受験 

➣ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ研修 1 名受講 

➣認知症介護実践ﾘｰﾀﾞｰ研修 2 名受講 

➣甲種防火管理者講習 1 名受講 

■ｷｬﾘｱﾊﾟｽｼｽﾃﾑと人事考課

制度・目標管理制度の効

果的な運用 

○ ➣6 月、12 月：人事考課を実施いたしました 

■ｷｬﾘｱｱｯﾌﾟと就業規則、給 

与規則等の連動 

○ ➣10/1：「人事考課ｷｬﾘｱ・ｽｷﾙｱｯﾌﾟ個別目標設定支援ｼｰﾄ」

を作成しました 

■育成担当者の育成強化 ○ ➣「ﾘｰﾀﾞｰやこれからﾘｰﾀﾞｰになる人のための研修会」7 名 

受講 

➣その他各種研修受講 

➣幹部会議、業務改善会議等において最新情報をｲﾝﾌﾟｯﾄ 

■ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞや研究大会等に 

おける事例報告 

○ ➣7/13：東海北陸ﾌﾞﾛｯｸ老人福祉施設研究大会において 

事例発表を行いました 

※資料についてはﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ「情報公開」に掲載してい

ます 

■関係団体が実施する研修 

会への講師・委員等派遣 

○ ※「法人 3－(1)―⑥」をご覧下さい 

(3)働きやすい環境の整備 
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■「みえ働きやすい介護職 

場取り組み宣言事業所」 

証明書の取得 

○ ➣10/29：三重県庁、ｽﾀｰﾄｾﾚﾓﾆｰに出席し、知事より第 1

号の証明を受けました 

■職員ｽﾍﾟｰｽ等の環境の改善 △ ➣ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ休憩室にｵﾌｨｽｺﾝﾋﾞﾆを継続設置 

■職員交流の機会の推進 ○ ➣5/19：新入職員歓迎 BBQ、12/1：忘年会、2/23：望年度

会、7/31・11/15：各部署親睦会 

■働き方の改善 ○ ➣ｾﾝｻｰ型ﾛﾎﾞｯﾄ「眠り SCAN」、音声入力ｿﾌﾄ「Voicefun」、

ｲﾝｶﾑ等の機器やﾃｸﾉﾛｼﾞｰの利活用 

➣衛生委員会において検討 

➣みえ福祉第三者評価改善計画の継続した取り組み 

■その他 ○ ➣4/1：理事長賞表彰 

➣5/12：永年勤続表彰（法人） 

➣5/30：永年勤続表彰（三重老施協） 

6.職員の安全衛生管理の向上 

(1)衛生委員会の機能強化 

■基本方針：労働災害のな

い安全で健康に働くこと

ができる快適な職場の実

現を図る 

・目標:働き方を改善して、 

仕事と家庭の両立を図る 

○ ➣ 4/19、5/21、6/20、7/19、8/20、9/18、10/20、11/19、

12/21、1/19、2/20、3/20 開催（計 12 回） 

➣ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ予防接種実施（11 月） 

➣健康診断実施（5/25、2/19） 

➣ 5/11：ﾊﾛｰﾜｰｸ雇用主説明会出席 

(2)介護ﾛﾎﾞｯﾄ・ｾﾝｻｰ・機器、ICT 等の利活用 

■導入・利活用の推進 ○ ➣ｾﾝｻｰ型ﾛﾎﾞｯﾄ「眠り SCAN」や音声入力ｿﾌﾄ「Voicefun」、

ｲﾝｶﾑ等の利活用を図りました 

■介護ﾛﾎﾞｯﾄ導入支援事業

等助成金などの活用 

× ➣助成金未活用 

■家庭・介護・治療と仕事

の調和(ﾜｰｸﾗﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽ

(WLB))等の取り組み 

△ ➣衛生委員会において継続検討 

➣育児休業 1 名取得 

➣療養による休業 1 名 

7.介護事故防止対策の徹底 

■ﾃﾞｰﾀと根拠に基づいた発

生予防・再発防止対策の

徹底 

○ ➣幹部会議等、会議において分析、検討 

➣書類による情報共有 

8.高齢者虐待防止の徹底 

■他の虐待事例を教訓とし

た啓発や教育の強化 

○ ➣採用時に研修を行いました 

➣「高齢者虐待防止学会」3 名聴講 

➣「権利擁護に関する研修会」3 名受講と内容のﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯ

ｸ 

➣報道があった事例について都度、職員に発信し、啓発

を行いました 
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9.身体拘束廃止の徹底 

■基本方針:身体拘束は原

則ｾﾞﾛとする 

指針：「身体拘束ｾﾞﾛの手

引き」等 

○ ➣会議において適正化に関する検討等を行いました 

➣採用時に全職員に研修を行いました 

➣「権利擁護に関する研修会」3 名受講と内容のﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯ

ｸ 

■定期的な会議の開催・研

修会の開催又は受講 

○ ➣研修会を開催いたしました(計 2 回) 

10.防犯対策の徹底 

■防犯体制の強化 ○ ➣防犯カメラを更新しました 

11.非常災害対策の徹底 

■東日本大震災・熊本地震

等の被災例を教訓とした

防災行動ﾏﾆｭｱﾙ・事業継続

計画(BCP)に沿った体制

等を強化 

○ ➣事業継続計画(BCP)を一部改定いたしました 

➣ 8/13：緊急ﾒｰﾙ送受信訓練実施（計 85 名） 

➣ 9/4：長時間停電時に BCP に沿った行動をとり、検証に 

より、不足していると思われる備品等の調達を行いました

又停電時においてもﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞから情報発信を行いまし

た 

■台風・記録的短時間大雨

等の被災例を教訓とした

各防災計画に沿った体制

等を強化 

○ ➣災害用備蓄品を追加購入（ﾎﾟﾘﾀﾝｸ・ｲﾝｶﾑ・ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ等） 

➣10/2：【事業所内】非常用発電機の取扱・給油研修開催 

➣台風による長時間停電事例について、行政・議員・団体

等へ課題を提起いたしました 

■消防計画に沿った体制等

を強化 

○ ➣【事業所内】消防訓練を実施しました（計 2 回） 

➣【事業所内】5/21：垂直救助袋避難体験 

■福祉避難所としての機能

を強化 

○ ➣7/10：救急救命講習会を開催しました 

➣7/22：福祉避難所設置・運営開設訓練に参加しました 

➣9/7：事業所内において「避難所運営体験ｹﾞｰﾑ(HUG)」

を実施しました 

➣2/19・2/20：甲種防火管理者講習 1 名受講 

➣3/13：災害福祉支援ｾﾐﾅｰを受講しました 

12.その他 

■太陽光発電売電事業運営 ○ ➣適切に管理、運営いたしました 

 

※各社会福祉事業・公益事業の報告については、別紙をご覧ください。 

 

別  紙 

1．特別養護老人ﾎｰﾑ（介護老人福祉施設）の状況 

（１）入居者の状況 定員 50 名（平成 31 年 3 月 31 日現在）  



 

鈴鹿福祉会

 

※割合の合計について、端数処理の関係上

■要介護度【平均要介護度：４．

要介護区分認定

要介護

要介護

要介護

要介護

要介護

■性別・平均年齢

■食事の状況

副食等の形態

ペースト食

経管栄養

（２）入居申込者の状況（平成

１２７名（男性４７名、女性１０１名）、うち８０点以上：７９名

 

2．中期経営計画

 

 

 

名 

鈴鹿福祉会 

割合の合計について、端数処理の関係上

■要介護度【平均要介護度：４．

要介護区分認定

要介護 １ 

要介護 ２ 

要介護 ３ 

要介護 ４ 

要介護 ５ 

計 

■性別・平均年齢

性 別 

男 性 

女 性 

■食事の状況 

副食等の形態 

常 食 

刻み食 

ソフト食 

ペースト食 

経管栄養 

その他 

計 

（２）入居申込者の状況（平成

１２７名（男性４７名、女性１０１名）、うち８０点以上：７９名

中期経営計画

  称 

割合の合計について、端数処理の関係上

■要介護度【平均要介護度：４．

要介護区分認定 人数（人）

 ０ 

 ２ 

 ８ 

１５ 

２３ 

４８ 

■性別・平均年齢 

人数（人）

１２ 

３６ 

 

 人数（人）

２１ 

１０ 

１１ 

 ４ 

 １ 

 １ 

４８ 

（２）入居申込者の状況（平成

１２７名（男性４７名、女性１０１名）、うち８０点以上：７９名

中期経営計画(2018.4-2021.3)

特別養護老人

(三重県指定

“真剣

割合の合計について、端数処理の関係上 100

■要介護度【平均要介護度：４．２３】     

人数（人） 割合 

0.0％

4.2％

16.7％

31.3％

47.9％

100.0％

人数（人） 割合 

25.0％

75.0％

人数（人） 割合 

43.8％

20.8％

22.9％

8.3％

2.1％

2.1％

100.0％

（２）入居申込者の状況（平成 31 年 3 月

１２７名（男性４７名、女性１０１名）、うち８０点以上：７９名

2021.3)経営目標値評価

第一種社会福祉事業

特別養護老人ﾎｰﾑ

三重県指定 2470300274

真剣にﾕﾆｯﾄｹｱに

100％にならないことがあります。

         ■負担限度額認定

 

 

負担限度額認定区分

％ 

％ 

％ 

％ 

％ 

％ 

【平均：８７．２１歳】

 

％ 

％ 

 ■入浴の状況

 

％ 個浴（ひのき風呂）

％ 

％ 

％ 

％ 

％ 

％ 

月 31 日現在）

１２７名（男性４７名、女性１０１名）、うち８０点以上：７９名

経営目標値評価

第一種社会福祉事業

ﾎｰﾑ 鈴鹿ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ

2470300274

に取り組んでいます

％にならないことがあります。

■負担限度額認定

負担限度額認定区分

第 １ 段階

第 ２ 段階

第 ３ 段階

第 ４ 段階

 

計 

【平均：８７．２１歳】

平均年齢（歳）

８３．４２

８８．４７

■入浴の状況

浴槽の種類

個浴（ひのき風呂）

機械式個浴

個浴＋リフト

車いす浴槽

寝台式浴槽

 

計 

日現在） 

１２７名（男性４７名、女性１０１名）、うち８０点以上：７９名 

経営目標値評価 

第一種社会福祉事業 

ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ 

2470300274 号) 

んでいます”

％にならないことがあります。 

■負担限度額認定 

負担限度額認定区分 人数（人）

段階 

段階 

段階 

段階 

【平均：８７．２１歳】 

平均年齢（歳） 

８３．４２ 

８８．４７ 

■入浴の状況 

浴槽の種類 人数（人）

個浴（ひのき風呂） 

機械式個浴 

個浴＋リフト 

車いす浴槽 

寝台式浴槽 

” 

昨年度は、延べ

53,330

したが、

方にご利用いただ

きました

(対

104

人数（人） 割合

 １ 

１１ 22.9

１９ 39.6

１７ 35.4

 

４８ 100.0

最高齢（歳）

 ９２ 

１０５ 

人数（人） 割合

 ７ 14.6

１７ 35.4

 ８ 16.7

 ８ 16.7

 ８ 16.7

 

４８ 100.0

昨年度は、延べ

53,330 名の計画で

したが、55,454

方にご利用いただ

きました 

対経営目標値

104％) 

 

19 

割合 

2.1％ 

22.9％ 

39.6％ 

35.4％ 

 

100.0％ 

最高齢（歳） 

割合 

14.6％ 

35.4％ 

16.7％ 

16.7％ 

16.7％ 

 

100.0％ 

 

 

 

昨年度は、延べ

名の計画で

55,454 名の

方にご利用いただ

目標値比
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所在地 鈴鹿市深溝町字北林 2956 番地 

定  員 50 床(5 ﾕﾆｯﾄ) 

平成 30 年度 

事業計画目標 

「KAIGO【介護】の質の“見える化”をめざして」 

～いろんな SINKA（進化・深化・新化・真価・神化・・・）～ 

事業報告 【特養係・介護部門】 

➢未来型の KAIGO にﾁｬﾚﾝｼﾞ! 

計画内容 評 価 

■根拠に基づいた介護、自立支

援介護の実践、継続 

○ ➣研修会等の状況について

「法人 5.（1）」又はﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

を参照ください 

■口腔ｹｱの質の向上、看取り介

護、褥瘡予防の継続 

○ ➣歯科医師・歯科衛生士によ

るｽﾀｯﾌへの助言・指導（計

11 回） 

➣看取り、褥瘡への学び（計 6

回） 

➣褥瘡予防への学び（計 6 回） 

■介護ﾛﾎﾞｯﾄの活用、身体拘束

は廃止を基本とする 

■（高品質のｻｰﾋﾞｽが）「変わら

ない」ために、（私たちが） 

「変わり続ける」 

○ ➣膀胱用超音波画像診断装置

(ﾘﾘｱﾑα-200)・ﾒﾝﾀﾙｺﾐｯﾄﾛ

ﾎﾞｯﾄ (ﾊﾟﾛ)・眠り SCAN・ﾘﾌﾄ

浴・ﾏｯｽﾙｽｰﾂ・HAL・ｽﾀﾝﾃﾞｨ

ﾝｸﾞﾘﾌﾄ・床走行式ﾘﾌﾄの使用

方法への学び(計 12 回) 

➢地域共生社会の実現にﾁｬﾚﾝｼﾞ! 

計画内容 評 価 

■法人理念に沿った行動 ○ ➣「法人 4.」をご覧ください 

■地域貢献活動の推進 ○ ➣「法人 3.(1)」をご覧ください 

■あたりまえのことをあたり

まえに 

○ ➣当事業計画各項目をご覧く

ださい 

➢KAIGO ｽﾀｯﾌの“魅力”“楽しさ”“深さ”の発信にﾁｬﾚﾝｼﾞ! 

計画内容 評 価 

■人材確保につながる活動の

継続 

○ ➣法人「5.(1)」をご覧ください 

■ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの活用、発信 ○ 

■ふわっとしたﾕｰﾓｱと楽しさ

がある職場に 

○ 

 

 【特養係・ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ／ｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ部門】 

➢未来型の KAIGO にﾁｬﾚﾝｼﾞ! 

計画内容 評 価 

■ﾕﾆｯﾄｹｱの深化、認知症ｹｱ、 

医療ﾆｰｽﾞ、看取りｹｱの更な 

○ ➣月 1 回以上各ﾕﾆｯﾄにて検討

会議を開催(医療職、介護
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る充実：根拠に基づいた介 

護、自立支援介護の実践 

職、栄養士、管理職等多職

種の参加) 

➣3 ヶ月に一回、ｹｱﾌﾟﾗﾝと 24

時間ｼｰﾄを更新 

➣常時、入居者の急変時等に

おける医療ﾆｰｽﾞ、看取りｹｱ

についてご本人、家族、医療

職と意見交換を行いました 

■情報通信機器（ICT）、ﾛﾎﾞｯﾄ、

ｾﾝｻｰ、機器の利活用とｹｱの効

果の見える化を図る 

○ ➣介護支援ｿﾌﾄ使用により毎

日の介護記録やﾃﾞｰﾀを電子

化ｹｱの効果や記録ﾃﾞｰﾀの

振り返りが可能となり見える

化が容易になった 

➣記録時間に関しては、約 3～

5 割の時間短縮につながっ

た 

➣床移動ﾘﾌﾄを活用：職員の腰

痛予防、腰痛発症の軽減、

入居者の心理的負担の軽減 

➣ﾊﾟﾛ（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾛﾎﾞｯﾄ）：認

知症高齢者の行動心理症状

の軽減（孤独感、うつ状態な

ど）により日中覚醒と夜間熟

睡の効果があった 

職員の対応時間の軽減（約

1 割程度） 

■入居者の生きがいや社会活

動、参加などを考慮した一人

ひとりの役割づくり 

○ ➣国際生活機能分類（ICF）の

考え方を用いて、高齢者の

生活ﾘﾊﾋﾞﾘに対し、活動、参

加に重点を置くよう ICF の視

点に基づいて作成したｹｱﾌﾟﾗ

ﾝは 48 件中 31 件となってい

る 

■（福祉の基本理念が）「変わ

らない」ために、（私たちが）

「変わり続ける」 

○ ➣最新の知見や情報をｽﾋﾟｰﾃﾞ

ｨｰにｹｱの改善につなげるこ

とができました 

➢地域共生社会の実現にﾁｬﾚﾝｼﾞ! 

計画内容 評 価 

■地域の複雑化、多様化したﾆｰ

ｽﾞに応える 

○ ➣ｽﾀｯﾌ全員が基本的に断らな

いｽﾀﾝｽであり、常に利用
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者、家族のﾆｰｽﾞに応えられ

るかを考えて対応することが

できた 

■入所施設ではなく住まい（入

居施設）としての支援を続け

る 

○ ➣ﾕﾆｯﾄ型特養として入居者ひ

とり一人の生活ﾘｽﾞﾑや嗜好

等のﾆｰｽﾞに応え、24 時間ｼｰ

ﾄにより統一しｹｱの対応する

ことができた 

➢KAIGO ｽﾀｯﾌの“魅力”“楽しさ”“深さ”の発信にﾁｬﾚﾝｼﾞ! 

計画内容 評 価 

■法人ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの内容の充実

化、ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑだよりによる自

分たちの取り組み(日常の介

護現場)を発信する 

○ ➣「ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑだより」に各ﾕﾆｯ

ﾄでの取り組みを発信するこ

とができた 

➣5 ﾕﾆｯﾄの年間発信数は年間

44 回 

➣ﾕﾆｯﾄ（すずらんﾕﾆｯﾄ 9 回、す

みれﾕﾆｯﾄ 16 回、さくらﾕﾆｯﾄ

9 回、ひまわりﾕﾆｯﾄ 10 回） 

■勉強会、研修会への参加、 

資格取得への支援など常に 

学ぶ風土をつくり、専門職 

としての意識を向上させる 

○ ➣年間 6 回以上勉強会、研修

会にて知識を身に着け、専

門職としての自信やﾌﾟﾗｲﾄﾞを

持って仕事に取り組めた 

また、ｽﾀｯﾌ自身の働きがい

や働きやすさ、離職率の低

下につながった 

■働きやすい職場づくり、ﾜｰｸﾗ

ｲﾌﾊﾞﾗﾝｽ実現への取り組み 

○ ➣年 2 回透明性の高い人事考

課制度により、ｽﾀｯﾌが各自

の年間目標を立て、自身で

振り返ることやﾘｰﾀﾞｰや上司

と気軽に意見交換ができる

環境につながった 

➣年 2 回以上身体拘束廃止に

向けた勉強会を実施 

不適切ｹｱが発生しにくく、不

要な身体拘束、虐待行為な

どを排除することが離職率

低下にもつながった 

【各ﾕﾆｯﾄ運営計画】 

 ※詳細については、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ「ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑだより」又は各ﾕﾆｯﾄ玄関に

設置している冊子をご覧ください 
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（1）こすもすﾕﾆｯﾄ 

計画内容 評 価 

■24 時間ｼｰﾄに最新の情報を記載

する 

■24 時間ｼｰﾄの内容を誰が見ても

すぐにわかりｹｱの内容に差が出な

いようにする 

■活動・参加を 24 時間ｼｰﾄに反映さ

せ、毎日の生活を曜日で変化をつ

けて、ﾒﾘﾊﾘのある生活を入居者に

過ごしていただく 

■家での生活と同様に生活できる機

能をﾕﾆｯﾄ内に充実させ、家との連

続した生活を営んでもらえる環境

を整備する 

➣24 時間ｼｰﾄ内容変更時に修正・

変更を延べ 12 回(ﾕﾆｯﾄ会議時）

に実施 

➣内容をｽﾀｯﾌと共有し、ご本人が

希望するｹｱにつなげることがで

きました 

■月１回以上で入居者の家族に面会

時、電話などで連絡を行い、入居

者の近況や必要な物などをお知ら

せする事で、情報の見える化を図

る 

➣月に1回程度、電話にて連絡・

報告を行うとともに

NEWSLETTERや行事の開催案

内、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等により近況のご

案内をしました 

➣もう少し細やかに連絡をしてい

きたいと思います 

■ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱを活用し、本物の教室やｻ

ｰｸﾙ活動を実施する 

➣ご入居者の希望に基づき、音楽

を楽しむ会に参加いただきまし

た 

■食事・入浴に関しては別表のﾕﾆｯﾄ

一覧表を作成し、介助等の差が職

員により生じないようにする 

➣一覧化することにより、ｹｱの内

容の統一化を図ることができた 

■ご家族からの連絡事項や面会時の

話などの情報を記入する用紙を作

り、情報伝達を円滑にする 

➣個人ﾌｧｲﾙに記入することで、共

有を図りました 

■月次報告書を作成し、ﾕﾆｯﾄでの業

務等の進捗及び入居者の状態の一

覧化を行い、ﾕﾆｯﾄ内・施設内でこ

すもすﾕﾆｯﾄの状態をわかりやすく

する 

➣月次報告書の形態ではなく、ﾕﾆ

ｯﾄ会議時（計 12 回）に実施しま

した 

■ﾕﾆｯﾄ内を清潔に保ち、入居者は健

康に過ごしやすく、家族は面会時

に気分が良く、職員は働いていて

気持ち良い状態を保つため、週・

➣人材の活用や業務を分担する

ことにより、環境の整備を進め

やすくしました 
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月・季節・年単位での清掃計画を

策定し実施する 

■ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑだよりにﾕﾆｯﾄ全職員が発

信を行い、ﾕﾆｯﾄの様子や取り組み

を伝える（全職員が月１回の発信

を行う） 

➣4/9：「こすもすﾕﾆｯﾄ ﾕﾆｯﾄ運営

計画書です。」 

➣9/17：「敬老の日」 

➣9/19：「おいしいｶｯﾌﾟうどん♪」 

➣10/6：「ｱﾝｶﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研修を受

講しました。」 

➣10/31：「今日はﾊﾛｳｨﾝ！」 

➣12/8：「魅力ある職場づくり・人

づくり研修に参加しました。」 

➣12/24：「ﾓｰﾆﾝｸﾞに出かけまし

た。」 

➣12/24：「ｸﾘｽﾏｽ」 

➣12/27：「お正月に向けて生花を

していただきました」 

➣1/20：「お鏡さんでぜんざい♪」 

■月１回ﾍﾟｰｽでﾕﾆｯﾄ内勉強会を行

い、職員のﾕﾆｯﾄｹｱへの理解、知識

の向上、介護技術の習得など、能

力向上を目指す 

➣ﾕﾆｯﾄ会議時（計 12 回）に実施し

ました 

■ひまわりﾕﾆｯﾄ(協力ﾕﾆｯﾄ)と共同で

懇親会を行い、職員間のｺﾐｭﾆｹｰｼｮ

ﾝの向上と職員のｽﾄﾚｽｹｱを行う 

➣5 月に新人職員歓迎会の BBQ

を開催しました 

【その他の取り組み】 

■HAL、ﾘﾌﾄ浴の介護機器を使用し、

職員の身体的負担軽減、ご入居者

の安心感の向上を目指す 

➣1年を通じて利活用を図りました 

➣機器に課題等があった場合に

は、ﾒｰｶｰに改善要望等をして

いきたいと思います 

 

（2）ひまわりﾕﾆｯﾄ 

計画内容 評 価 

■法人理念をﾕﾆｯﾄ職員に浸透

させ、毎日の業務においての

判断の基準とする 

➣ﾕﾆｯﾄ会議時（計12回）にｽﾀｯﾌで唱和

し浸透を図りました 

■24 時間ｼｰﾄに最新の情報を

記載する 

➣24 時間ｼｰﾄ内容変更時に修正・変更

を延べ 12 回(ﾕﾆｯﾄ会議時）に実施 

➣内容をｽﾀｯﾌと共有し、ご本人が希望
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するｹｱにつなげることができました 

■居室に持ち込み家具を増や

すことで、自分の居室と入居

者に認識していただく 

➣自宅から持参していただいたり、各ﾕ

ﾆｯﾄで交換してもらったものなどを活

用したりして、できる限り家をｲﾒｰｼﾞで

きる環境になるよう努めました 

■居室の入り口を自分の部屋

がどこかを一目でわかるよ

うにして、入居者の生活に迷

いが無いようにする 

➣居室の前に何を置くか、ご入居者と

相談しながら進めることができました 

■ﾕﾆｯﾄにてｻｰｸﾙ活動を実施し、

入居者が楽しみながら活動

をできる空間を提供する 

➣ご入居者の希望に基づき、音楽を楽

しむ会に参加いただきました 

■外出機会の増加を入居者のﾆ

ｰｽﾞに合わせて行う 

➣入居者の要望に合わせて、2 ヶ月に１

度近隣ｽｰﾊﾟｰなどへの買い物へ行き

ました 

➣計 12 回移動ｽｰﾊﾟｰ、移動ﾊﾟﾝ屋さん

が訪問していただきました 

■入居者が自分で出来る事は

自分で自由にできる環境を

整え、自立した生活を送って

いただく 

➣環境のﾚｲｱｳﾄ変更を行い、その後も

改善が必要なところは都度環境整備

に努めました 

■個々の入浴のﾏﾆｭｱﾙ化を行

い、職員での入浴介助の内容

の違いをなくす 

➣ﾏﾆｭｱﾙを作成し、実行しました 

■入居者の好みに応じた料理

などをﾕﾆｯﾄで行い、楽しみと

入居者同士の関わりの機会

の増加を図る 

➣計6回、ご入居者とともにお菓子や料

理をつくりました 

➣実施した内容をﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ「ｸﾞﾘｰﾝﾎｰ

ﾑだより」にて発信しました 

■ｳｯﾄﾞﾃﾞｯｷで食事やﾃｨｰﾀｲﾑを

楽しんでいただき、季節を感

じていただいたり、ﾕﾆｯﾄ外へ

の外出機会の増加を図る 

➣気候のよい時にｳｯﾄﾞﾃﾞｯｷを散歩しま

した 

■ﾕﾆｯﾄ内を清潔に保ち、入居

者・家族が過ごしやすい環境

にする 

➣ﾕﾆｯﾄｹｱﾁｪｯｸﾘｽﾄに従い、清潔・清掃

に取り組みました 

【その他の取り組み】 

■褥瘡予防ｹｱ 

■水分ｹｱ 

■介助ﾘﾌﾄの利活用 

■ｽﾀｯﾌの身体負担軽減 

➣ﾕﾆｯﾄ会議（計 12 回）時に実施、各種

研修会の受講、受講後のﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ

勉強会の開催、施設長・ﾘｰﾀﾞｰによる

指導・育成等を行いました 
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■情報発信 ➣月に1回程度、電話にて連絡・報告を

行うとともに、NEWSLETTERや行事

の開催案内、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等により近況

のご案内をしました 

  

（3）すずらんﾕﾆｯﾄ 

計画内容 評 価 

■その方の状態にあった 24 時間ｼｰ

ﾄになっているか確認し、どのｽﾀｯ

ﾌでも同じｹｱができる 

➣ﾕﾆｯﾄ会議（計 12 回）時に確認 

■ﾕﾆｯﾄを超えた人たちとの交流の

場、ﾕﾆｯﾄから一歩踏み出し、新た

な関係性を築く場として、生活そ

のものを拡げることができる 

➣いきいき介護ﾌｪｽﾀ：ご入居者 3

名参加 

➣毎週金曜日音楽を楽しむ会：ご

入居者 7 名参加 

➣移動ﾊﾟﾝ屋さんでの購入：ご入

居者 4 名 

■ﾘﾋﾞﾝｸﾞ以外の場所で外を見たり、

日向ぼっこをして過ごすことでゆ

ったりできる 

➣天気の良い日にﾃﾗｽに出て、気

持ちよく過ごしていただきました

(ご入居者約 4 名) 

■鏡で自身の姿をみる習慣を継続で

きるように環境を改善する 

➣日課として洗面所において行い

ました 

■家族に安心してもらえる ➣月に1回程度、電話にて連絡・

報告を行うとともに

NEWSLETTERや行事の開催案

内、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等により近況のご

案内をしました 

➣もう少し細やかに連絡をしてい

きたいと思います 

【その他の取り組み】 

■水分ｹｱ、排せつｹｱ、看取りｹｱ 

■ｽｷﾙｱｯﾌﾟ(勉強会の開催) 

■地域の方の思うあたりまえにｽﾀｯﾌ

が気付いて行動する。 

➣各種研修会の受講、勉強会の

開催、施設長・ﾘｰﾀﾞｰによる指

導・育成等を行いました 

■ｽﾀｯﾌのﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝ向上(成功事例や

失敗事例の共有／少人数外出ｹｱの

実施) 

■ｽﾀｯﾌ間のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ(食事会の開

催) 

■ｽﾀｯﾌが働きやすい環境づくり(勤

務表や勤務時間の工夫) 

➣ｽﾀｯﾌ間のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ(食事会

の開催) 

➣5/19：日新人歓迎 BBQ 開催 

➣7/25：竹取り開催後の食事会 

➣8/5：流しそうめん開催 
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（4）すみれﾕﾆｯﾄ 

計画内容 評 価 

■ご入居者の変化に応じた 24 時間

ｼｰﾄの見直し 

➣ﾕﾆｯﾄ会議時に実施しました（計

12 回） 

■24 時間ｼｰﾄの一覧表の作成、変更

に応じた修正 

■生活相談員やﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの方との調

整を行い、内容を決定する 

➣傾聴ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ、介護相談員を受

入れました（年 12 回） 

【その他の取り組み】 

■移乗介助(i-PAL(今仙技術研究所

製)) 

➣ﾄｲﾚ介助に使用しました 

■介助ﾘﾌﾄ／入居者の安心・安全、ｽ

ﾀｯﾌの身体負担軽減 

➣ｽﾀｯﾌの腰への負担軽減につな

がりました 

■うながし排尿、ﾄｲﾚでの排せつ 

■ｴﾋﾞﾃﾞﾝｽ(根拠)に基づいたｹｱの実

施 

➣ご入居者の状態に合わせて対

応できるように、勉強会を定期

的に実施しました 

■ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ「ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑだより」への

記事の掲載 

➣4/6：「すみれﾕﾆｯﾄ ﾕﾆｯﾄ運営

計画書です。」 

➣7/20：「新しい趣味を始めまし

た。」 

➣9/4：「～いきいき介護ﾌｪｽﾀに行

ってきました～」 

➣9/15：「祝！白寿！」 

➣9/18：「京都の和菓子を…敬老

の日」 

➣9/22：「褥瘡予防・ﾎﾟｼﾞｼｮﾆﾝｸﾞ勉

強会を行いました」 

➣11/4：「☆Happy Birthday☆」 

➣11/11：「産休に入ります(^^)/」 

➣12/10：「～お好み焼・たこ焼きを

楽しみました～」 

➣12/25：「すずらん・すみれﾕﾆｯﾄ

のｸﾘｽﾏｽ会♬」 

➣12/30：「ﾘﾌﾄの使い方研修を行

いました。」 

➣1/1：「元日のお昼(*^▽^*)」 

➣2/3：「節分の豆まき」 

➣2/23：「今日の昼食」 

➣3/3：「ひな祭り(*^▽^*)」 
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（5）さくらﾕﾆｯﾄ 

計画内容 評 価 

■法人理念を意識して仕事をする ➣ﾕﾆｯﾄ会議時に実施しました（計

12 回） 

■入居者の暮らしぶりを把握し、そ

の人らしい生活を送っていただく 

➣身体機能の変化などに応じ、そ

の都度ｹｱの内容等について見

直しを実施しました 

➣24 時間ｼｰﾄを 3 か月ごとに見直

しました 

➣部屋の設えについて、実施しま

した 

■自分の部屋となる ➣ご自宅からなじみのものの持ち

込みを進めました 

■楽しみを持てる場を作る ➣買い物ﾂｱｰを実施しました 

【その他の取り組み】 

■ﾏｯｽﾙｽｰﾂ･(ｲﾉﾌｨｽ社製)を活用し、職

員の身体負担の軽減に取り組む 

 

➣ﾏｯｽﾙｽｰﾂ®、介助ﾘﾌﾄを使用しｽ

ﾀｯﾌの腰への負担軽減につなが

りました 

■介助ﾘﾌﾄを使用して、ご入居者に安

心・安全な移乗を提供すると共に、

職員の身体的負担を軽減させる 

➣ご入居者の状態に合わせて対

応できるように、ﾕﾆｯﾄ会議で勉

強会を定期的に実施しました 

 

【医務係】「生きる張り合いを感じていただけるよう支援し 

ます」 

➢未来型の KAIGO にﾁｬﾚﾝｼﾞ! 

計画内容 評 価 

■地域ﾆｰｽﾞ、要望をｷｬｯﾁし、

先がけて行動できるように

情報収集をする 

○ ➣ﾎｰﾑ内での看取り 

特養：15 名、ｼｮｰﾄｽﾃｲ 5 名 

■注目の皆が願う健康寿命に

向けて、食事、運動、睡眠

など良いとされていること

を取り入れる! 

○ ➣11/29：職能部会研修会・意 

見交換会 1 名参加 

➣7/10：普通救命講習Ⅰ（18 

名参加） 

➣2/28：「古くて新しい皮下注 

射」4 名参加 

■生きがいという大切なもの

に対して、役立ち感や外に

出る機会をｻﾎﾟｰﾄする 

△ ➣ｹｱﾌﾟﾗﾝ作成：｢花の水やり｣、

｢ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｽﾍﾟｰｽの活用｣、｢買

い物｣、「ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・職場体験
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等の方々との交流」等、参加

領域の位置付け 

■今ある ICT、介護機器、ﾛﾎﾞ

ｯﾄを使いこなし、比較評価

する 

○ ➣ﾓﾊﾞｲﾀﾙくんを使用し、全ｽﾀｯﾌ

が常時使用でき、過去・現在

の健康状態を知り反映させる

ことができた 

➣受診や緊急的な受診の際にﾌﾟ

ﾘﾝﾄｱｳﾄし活用できた 

■認知症ｹｱ、医療的ｹｱ、看取

りｹｱなどについて、さらに

学び、実践していく 

○ ➣2/1：看取り事例発表会に参

加 

➣ご家族・医師・介護ｽﾀｯﾌとの

連携を図ることができた 

➣【再掲】7/10：普通救命講習 

Ⅰ（18 名参加） 

■ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｽﾍﾟｰｽの有効活用、

社会活動、参加に向けた取

り組みをしていく 

○ ➣ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰとも連携しながら生

きがいにつながる活動に向け

た計画書を作成。ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｽﾍﾟ

ｰｽで過ごしていただく時間を

大切にしました 

■根拠を考え、学び、数値評

価を行う 

○ ➣ﾊﾞｰｾﾙｲﾝﾃﾞｯｸｽによる評価 

(入居者 48 名) 

 

➢地域共生社会の実現にﾁｬﾚﾝｼﾞ! 

計画内容 評 価 

■人が育ち、おのずとﾎｰﾑが繁

栄し、機能するよう行動す

る 

○ ➣新たな人材が入り、機能充実に

向けて小会議を 5 日に 1 回程度

開催 

➣3 月毎に係内において情報交 

換を行い、各署との連携を図

った 

■入所施設ではなく住まい

（入居施設）としての支援

を続ける 

○ ➣医療機関との連携 

・嘱託医(平均 5 回/週) 

・近隣医療機関(受診 32 回/ 

年) 

・保健所との連携(電話・相談 

28 回) 

 

➢KAIGO ｽﾀｯﾌの“魅力”“楽しさ”“深さ”の発信にﾁｬﾚﾝｼﾞ! 

計画内容 評 価 

■地域を支える専門職とし ○ ➣【再掲】11/29：職能部会研修
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て、日々実践を重ねる 会・意見交換会 1 名参加 

■ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを活用した情報発

信 

○ ➣普通救命講習の模様をﾎｰﾑﾍﾟ

ｰｼﾞに掲載 

➣ﾜｰｸｷｬﾝﾌﾟにおいて、看護の

仕事の内容・魅力等を伝える

ことができた。 

■いろいろな方のｻﾎﾟｰﾄが受

けられるよう仕事のマッチ

ングを行う 

○ ➣看護職員 1 名増員 

➣高年齢職員 1 名 

■ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽを考えた働き

方の改善 

○ ➣希望休をなるべく取り入れるこ

とができた(冠婚葬祭・学校行

事・余暇時間等) 

➣有給休暇取得率 100％ 

 

【栄養管理・調理部門】「食」を通じて、ﾊﾋﾟﾈｽを追求する 

➢未来型の KAIGO にﾁｬﾚﾝｼﾞ! 

計画内容 評 価 

■ﾐｰﾙﾗｳﾝﾄﾞ、ｱｾｽﾒﾝﾄの実施 ○ ➣約 2 日に 1 回の頻度で各ﾕﾆ

ｯﾄﾗｳﾝﾄﾞ実施 

➣3 月に 1 回の頻度でｱｾｽﾒﾝﾄ

実施(高ﾘｽｸの方は 1 月に 1

回) 

■栄養ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄによる栄養改善

（低栄養・床ずれ） 

○ ➣3 月のｻｲｸﾙで栄養ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

実施(高ﾘｽｸの方は 1 月) 

■生活習慣病に対応した療養

食の提供、栄養指導 

○ ➣糖尿病：3,285 食/年 

■提案型、改善型組織の構築・

蓄積されたﾃﾞｰﾀの活用 

○ ➣ﾓﾊﾞｲﾀﾙくんからﾃﾞｰﾀを抽出

することで、ご入居者の摂取

状況を把握することができた ■経営資源、ﾈｯｸﾜｰｸ等を活用し

た生産性向上、業務効率化 

 

➢地域共生社会の実現にﾁｬﾚﾝｼﾞ! 

計画内容 評 価 

■管理栄養士の知識と技術の

地域還元 

■地域住民に対する栄養相談 

○ ➣ 5/21：ﾜｰｸｷｬﾝﾌﾟの際に栄

養士の仕事について説明を

しました 

➣11/18：石薬師ふれ愛ﾌｪｽﾃｨ

ﾊﾞﾙにおいて栄養相談協力

(管理栄養士 2 名) 
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栄養状態 ○ ➣

提供 ○ ➣行事食
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➣

による 
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➣毎月、
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➣6/25：管理栄養士・栄養士研

修会「QOL

の実践～職のｽ

てﾁｰﾑｹｱを支えるために

名参加 

➣毎月、献立や行事等を

ﾍﾟｰｼﾞ掲載、献立表配布を行
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月のｻｲｸﾙで栄養ｹｱｱｾｽﾒ
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てﾁｰﾑｹｱを支えるために

献立や行事等を

ﾍﾟｰｼﾞ掲載、献立表配布を行

番地 

できない”と思うと

 

31 

にﾁｬﾚﾝｼﾞ! 

月のｻｲｸﾙで栄養ｹｱｱｾｽﾒ

月) 

おやつ 

管理栄養士・栄養士研

を高める職支援

ｼｬﾘｽﾄとし

てﾁｰﾑｹｱを支えるために」1

献立や行事等をﾎｰﾑ

ﾍﾟｰｼﾞ掲載、献立表配布を行

うと、”
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事業報告 「当たり前のことを当たり前に、丁寧に行ってまいりました。」 

 

➢未来型の KAIGO にﾁｬﾚﾝｼﾞ! 

計画内容 評 価 

■顧客の利益を第一に考える ○ ➣ﾕﾆｯﾄ会議 36 回開催（ミニ

会議を含む） 

➣業務改善会議 12 回開催 

➣ｽﾀｯﾌに対して、「利用者」

→「顧客」との考え方の転

換について都度細かく伝え

ることで達成できた 

■地域のみなさまの期待を超え

る KAIGO ｻｰﾋﾞｽを提供する

ための挑戦 

○ 

～ 

△ 

➣ﾕﾆｯﾄ会議 36 回開催（ミニ

会議を含む） 

➣業務改善会議 12 回開催 

➣ｼｮｰﾄｽﾃｲの増床（9 床）を

行いました 

➣「当たり前のことを、当たり

前に」について、顧客等か

ら一定の評価が得られまし

た 

➣退院直後に自宅に帰るま

での支援を行い、「良くなっ

て自宅に戻る」ための礎的

な活動ができた 

➣情報連携や連絡、伝達を

早く、こまめに行わなけれ

ばならない場面が多くある

ために、ﾐｽも目立つところ

でもあり、今後の課題も見

えてきました 
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■KAIGO、福祉施設の未来型ﾋﾞ

ｼﾞﾈｽｽﾀｲﾙをﾃﾞｻﾞｲﾝするための

挑戦 

■ICT、ﾛﾎﾞｯﾄ、ｾﾝｻｰ、機器の利

活用を図るための挑戦 

○ 

～ 

△ 

➣業務改善会議 12 回開催 

➣国際福祉健康産業展、み

え福祉ﾌｫｰﾗﾑに参加 

➣ICT ﾃﾞﾓ：5/11、9/27、

10/4、10/17、10/18、

10/22、10/23、10/24、

12/18、3/5 

➣ｼｽﾃﾑ会議：9/7、11/26、

1/15 

➣2/21～22：東海北陸ﾌﾞﾛｯｸ

合同委員会参加 

➣様々なﾛﾎﾞｯﾄ・ICT の活用

にﾁｬﾚﾝｼﾞし、現在も取り組

んでいます 

➣事業所全体で考えると多く

のﾃｸﾉﾛｼﾞｰを導入し、生産

年齢人口減少社会の中で

ｻｰﾋﾞｽの質・量ともに顧客

の満足が得られる形を追

求することができた 

➣ﾃｸﾉﾛｼﾞｰの活用について

はまだまだ発展途上のも

のもあり、今後の検討が必

要す 

■ｹｱの効果の見える化を図るた

めの挑戦 

○ ➣ﾕﾆｯﾄ会議 36 回開催（ミニ

会議を含む） 

➣すべてのお客様に対して

細やかに分析→見える化

が行えている状況ではな

いが、一定の見える化はで

きた 

➣ﾕﾆｯﾄ会議において顧客 1

人 1 人の状態について検

討を行い、24 時間ｼｰﾄに反

映することができた 

■ﾕﾆｯﾄｹｱの深化+進化 △ ➣認知症の方にとっての落ち

着く設え・環境を追求して

いく必要があります 

 

➢地域共生社会の実現にﾁｬﾚﾝｼﾞ! 
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計画内容 評 価 

■共生型ｻｰﾋﾞｽへの挑戦 △ ➣7/23：ｻｸﾗﾉ園様へ見学 

➣11/6：放課後ﾃﾞｲｻｰﾋﾞりん

ぐりんぐ様へ見学 

➣12/7：和順学園様へ見学 

■顧客の立場に立ち、暮らしの

継続のための挑戦 

○ ➣ﾕﾆｯﾄ会議 36 回開催（ミニ

会議を含む） 

➣業務改善会議 12 回開催 

➣他施設の利用が難しくなっ

たお客様（介入困難ケー

ス）の受入を積極的に行っ

た 

➣穏やかな在宅での暮らしを

維持してもらう一助となれ

た 

 

➢KAIGO ｽﾀｯﾌの“魅力”“楽しさ”“深さ”の発信にﾁｬﾚﾝｼﾞ! 

計画内容 評 価 

■法人理念の徹底 ○ ➣ﾕﾆｯﾄ会議 36 回開催（ミニ

会議を含む） 

➣ﾕﾆｯﾄ会議において唱和 

➣毎月開催の月例会での檄

を含めて徹底を行った 

■「すべてのｻｰﾋﾞｽは顧客の利益

となっているか」意識の徹底 

○ ➣ﾕﾆｯﾄ会議 36 回開催（ミニ

会議を含む） 

➣業務改善会議 12 回開催 

➣ｽﾀｯﾌに対してお客様へｻｰ

ﾋﾞｽを提供するという概念

を伝え続けることができた 

■39 床への新たな挑戦 ○ ➣1/1：9 床増床 

1 ヵ月間で軌道に乗せるこ

とができた 

■人材の育成 ○ ➣ﾕﾆｯﾄ会議 36 回開催（ミニ

会議を含む） 

➣業務改善会議 12 回開催 

➣業務改善会議、ﾕﾆｯﾄ会

議、各種研修を通じて育成

を行うことができた 

➣理解、納得が伴いにくいｽﾀ

ｯﾌに対しては随時個別ﾋｱ
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ﾘﾝｸを実施 

■営業活動の展開 ○ ➣非常に多くの皆様にご利

用いただくことができた 

➣短期入所が必要な方が増

えてきている（ご利用ｴﾘｱ

が広範囲になってきている

為） 

■実践研究発表 ○ ➣8/1～2：東海北陸ﾌﾞﾛｯｸ岐

阜大会において取組発表 

【各ﾕﾆｯﾄ運営計画】 

 ※詳細については、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ「ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑだより」又は各ﾕﾆｯﾄ玄関

に設置している冊子をご覧ください 

（1）いちょうﾕﾆｯﾄ 

計画内容 評 価 

■老人福祉法第 33 条、経

営理念を理解し、意識す

ることで全ｽﾀｯﾌが同じ

目的を持ち、より良い暮

らしの継続を行うこと

ができる 

➣毎月ﾕﾆｯﾄ会議で 33 条、経営理念の唱

和を行った 

➣人事考課の面談やﾕﾆｯﾄ会議の場で問

題やﾄﾗﾌﾞﾙについて話し合いを持つこと

ができた 

■24H ｼｰﾄを活用するこ

とで、ｽﾀｯﾌ全員が統一し

たｹｱを行うことができ、

日々の暮らｼｰﾄ共に変化

していくお客様に応じ

た支援を行うことがで

きる 

➣毎月ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞを実施し、24 時間ｼｰﾄを適

切に更新することができた 

➣問題やﾄﾗﾌﾞﾙ発生がなかった 

今後は ICF(活動・参加)を重点に置き、

新ｼｽﾃﾑ導入に備え、より細かい内容に

していく必要がある 

■ﾅｰｽｺｰﾙの音を消すこと

によって、より家庭的な

生活に近い空間を生み

出し、落ち着いて生活を

送ることができる 

➣ﾅｰｽｺｰﾙ音がﾌﾛｱ鳴り響かさない（居室

前ｻｲﾝのﾗｲﾄ及び PHS にてｺｰﾙ対応）こ

とにより家庭的な生活に近づけることが

できた 

➣問題や支障も発生がなかった 

【その他の取り組み】 

■適切な口腔ｹｱの実施 

 

 

 

 

 

 

➣ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰや羞恥心に配慮した口腔ｹｱ

をｽﾀｯﾌ全員行うことができた 

➣10/18：口腔ｹｱ研修会の内容について

2 月ﾕﾆｯﾄ会議において勉強会を実施。 

➣長期ご利用者を中心に機能訓練を行う

ことができた 
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■個人に合わせたﾚｸﾘｴｰｼｮ

ﾝの実施 

➣ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝは不十分であったと感じる 

 

■ﾄｲﾚでの排せつを推進す

る 

 

 

➣お客様に応じて「ﾘﾊﾋﾞﾘﾊﾟﾝﾂ」→「布ﾊﾟﾝ

ﾂ」の取組も行っている 

➣次年度は新たなｼｽﾃﾑの導入を行い可

能性の幅を広げて行く必要がある 

■ﾒﾝﾀﾙﾛﾎﾞｯﾄﾊﾟﾛの使用に

よる改善効果の検証 

➣ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑだよりへの掲載、石薬師ふ

れ愛ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ、各種ｾﾐﾅｰにおいて活

用することができた 

新たな使用方法を模索中 

 

（2）ひのきﾕﾆｯﾄ 

計画内容 評 価 

■ﾕﾆｯﾄｹｱについてｽﾀｯﾌの

理解の推進に努める 

➣ﾕﾆｯﾄ費を活用して設えを工夫したり、

24 時間ｼｰﾄにより、その方に応じたｹｱ

を実施できた。 

■経営理念を徹底し、地域

に信頼されるべき存在

であり続ける 

➣毎月のﾕﾆｯﾄ会議に全員で唱和を行う

ことで、徹底するこができた 

■24 時間ｼｰﾄを活用し、ﾕ

ﾆｯﾄのｽﾀｯﾌ全員が、ひと

りのお客様に対して同

じｻｰﾋﾞｽが提供できる 

➣ｽﾀｯﾌ全員が 24 時間ｼｰﾄを共有、活用

して同じｻｰﾋﾞｽを提供できた。 

■お客さまひとりひとり

が、それぞれの暮らしを

実現できる環境を整え

る 

➣24Ｈｼｰﾄを活用してお客様に応じた環

境を整えることができた 

■ﾕﾆｯﾄで炊飯するだけで

なく、ﾊﾟﾝの日はﾊﾟﾝを作

ってみたりと、お客様に

楽しみや張りのある生

活を過ごせるように努

める 

➣『ごﾊﾟﾝ』を活用し楽しみを作ることがで

きた 

■ご家族との情報共有を

図り、ご利用者とご家族

双方が安心できる環境

を整える 

➣面会や送迎時等に情報共有やｺﾐｭﾆｹｰ

ｼｮﾝを図り、安心できる環境を整えるこ

とができた 

【その他の取り組み】 

■障がいのあるお客様に

対しても知識を深め、適

➣障がいについての勉強会が行うことが

できなかった 
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切なｻｰﾋﾞｽが提供できる

ように取り組む 

 

  

（3）かえでﾕﾆｯﾄ 

計画内容 評 価 

■ﾕﾆｯﾄｹｱについて理解を

深める 

➣毎月のﾕﾆｯﾄ会議で第 33 条の唱和を行

った 

■経営理念に沿った行動

ができる 

➣毎月のﾕﾆｯﾄ会議で経営理念の唱和を

行った 

➣各ｽﾀｯﾌが理念に沿った行動ができて

いるか確認を行った 

■24 時間ｼｰﾄを活用する

ことで、ご利用者が今ま

での暮らしを継続でき

る 

➣ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽや機能訓練指導員との連携

は一部の方しかできなかった 

➣各職種との連携を図り 24 時間ｼｰﾄに反

映して行く必要がある 

■ｻﾌﾞﾘﾋﾞﾝｸﾞに季節の飾り

付けをし、くつろぎの場

を提供する 

➣次年度より居室として整備し運用して

いく 

■自分の部屋の入口が一

目でわかるよう設える。 

➣入口に額を設置しご利用者の作品を飾

った 

➣ご利用者からの評価も高かった 

【その他の取り組み】 

■眠り SCAN(ﾊﾟﾗﾏｳﾝﾄﾍﾞｯ

ﾄﾞ社製／ｾﾝｻｰ型ﾛﾎﾞｯﾄ)

を活用し、ご利用者に合

った見守りを行う 

 

 

 

➣お客様、ｽﾀｯﾌ共に負担感を軽減するこ

とができた 

➣機器の性能上ﾀｲﾑﾗｸﾞが生じるため迅  

速に対応するべきお客様にはｾﾝｻｰﾏｯ

ﾄの併用を行った 

➣見守りﾂｰﾙ以外の活用方法も検討して

いく必要がある 

■ｽﾀｯﾌの介護技術を向上

させることで、ご利用者

に応じた支援を行う 

➣技術ﾁｪｯｸﾘｽﾄを作成し、向上を図る必

要がある部分の指導を行った 

 

（4）けやきﾕﾆｯﾄ 

計画内容 評 価 

■老人福祉法第 33 条、経

営理念を理解すること

で、ｽﾀｯﾌが同じ思いでｹ

ｱを提供する 

➣老人福祉法第 33 条、経営理念は把握で

きているが、ｹｱへの繁栄はまだまだ努

力が必要 
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■ご入居者の暮らしぶり

を把握し、その人らしい

生活を送っていただく 

➣お客様の日々の様子やご家族様の声を

ｹｱに活かしｽﾀｯﾌ全員が統一された支援

を行えるように 24 時間ｼｰﾄを活用してい

く 

■いつでも好きなところ

に行ける空間を作り、快

適な環境で気持ち良く

過ごしていただきたい 

➣畳ｽﾍﾟｰｽやｿﾌｧ等過ごしやすい環境をさ

らに整備していく 

■生活の中に日々の楽し

みを見出す 

➣日々、新聞を読む、気の合う方とﾃﾚﾋﾞを

見て談笑する等、何気ない事だが楽しみ

を感じていただくことができた 

■ﾕﾆｯﾄ会議の中でｹｱや仕

事内容を統一させる 

➣ﾙｰﾙをさらに明確にしていく必要がある 

➣ﾕﾆｯﾄ会議を有効に活用しｹｱの内容や業

務について話し合いを持つ時間をつくる 

➣職員間のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを高めていく必要

がある 

■必要な情報の共有を徹底

する 

➣ｽﾑｰｽに情報共有が行えなかった場面が

見られた 

➣ｲﾝｶﾑ等のﾂｰﾙの利活用を検討する必要

がある 

【その他の取り組み】 

■介助ﾘﾌﾄの使用による移

乗介助 

 

 

 

➣対象者等の関係もあり、あまり活用でき

なかった 

➣介助ﾘﾌﾄのみではなく、ご利用者の心身

の状態にあった他の機器の使用も検討

していきたい 

■5S 活動の徹底による

快適な環境づくり 

➣時間を作り少しずつ行うことができた➣

安全で快適かつ効率的な環境を作って

いきたい 
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名 
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定 

平成
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事業

鈴鹿福祉会 

  称 

所在地 

  員 

平成 30 年度

事業計画目標

事業報告 

ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ

通所介護事業

(三重県指定第

(鈴鹿亀山地区広域連合指定第

鈴鹿市深溝町字北林

70 名

年度 

事業計画目標 
「変化

➢未来型

「介護予防

◇生きがいと

◇健康寿命

 ★ｻｰﾋﾞｽ

① 介護

■ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾏｼﾝ

個別

② 実施

■ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾏｼﾝ

体力測定

③ 効果

■ADL

第二種社会福祉事業

ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 鈴鹿

通所介護事業・第

三重県指定第 2470300332

鈴鹿亀山地区広域連合指定第

鈴鹿市深溝町字北林

名（平成 19

変化への対応

未来型の KAIGO

介護予防、機能訓練

きがいと社会活動

健康寿命の延伸

ｻｰﾋﾞｽ内容の

介護予防、機能訓練

計画内容

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾏｼﾝ HUR

個別ﾒﾆｭｰの提供

実施したｻｰﾋﾞｽ

計画内容

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾏｼﾝ(HUR

体力測定の実施

効果のあるﾒﾆｭｰ

計画内容

ADL（日常生活動作

種社会福祉事業

鈴鹿ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ

第１号通所

2470300332

鈴鹿亀山地区広域連合指定第

鈴鹿市深溝町字北林 2956

19 年 11 月新築移転

対応」～効果

KAIGO にﾁｬﾚﾝｼﾞ

機能訓練を

社会活動、参加

延伸を目指し

の検討 

機能訓練について

計画内容 

HUR、ﾚｯﾄﾞｺｰﾄﾞ

提供 

ｻｰﾋﾞｽ内容のﾃﾞｰﾀ

計画内容 

(HUR ｽﾏｰﾄﾀｯﾁ

実施 

ﾒﾆｭｰを提供

計画内容 

日常生活動作）の評価

種社会福祉事業 

ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ 

通所事業 

2470300332 号) 

鈴鹿亀山地区広域連合指定第 24A0300

2956 番地 

月新築移転／平成

効果のあるｻｰﾋﾞｽ

ﾁｬﾚﾝｼﾞ! 

を推進するための

参加を推進するための

し、健康を支

について、個別

ﾚｯﾄﾞｺｰﾄﾞ、 ○ ➣計

ﾃﾞｰﾀ収集と蓄積

ｽﾏｰﾄﾀｯﾁ)、 ○ ➣体力測定を行う

➣

➣

提供することで

評価 ○ ➣

 

0300822 号)

平成 30 年 1 月

ｻｰﾋﾞｽ提供を

するためのﾁｬﾚﾝｼﾞ

するための

支え守るための

個別ﾒﾆｭｰの立案

評 

➣計 378 名の方に

ﾆｭｰを提供しました

蓄積 

評 

➣体力測定を行う

改善、悪化

た。ご利用者に対して

くなった点、維持

について機能訓練指導員

から説明を行いました

➣ご利用者からは、書面で自

分の状態が見られるので

よいとの声を頂

ました 

➣ご利用者、担当

ｬｰやご家族から

ﾆｭｰについて問

や相談があり、都度

たしました 

することで結果を出す

評 

➣4 月、9 月に

) 

月 1 日増築）

を目指して～

ﾁｬﾚﾝｼﾞ」 

するためのﾁｬﾚﾝｼﾞ 

るためのﾁｬﾚﾝｼﾞ

立案 

 価 

名の方にﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾒ

ﾆｭｰを提供しました 

 価 

➣体力測定を行うことで維持、

改善、悪化が数値化され

利用者に対しても

くなった点、維持できた

機能訓練指導員

を行いました 

利用者からは、書面で自

分の状態が見られるので

声を頂くことができ

、担当のｹｱﾏﾈｼﾞ

やご家族から機能訓練

について問い合わせ

あり、都度対応

 

す 

 価 

月に機能的評価

 

39 

） 

～ 

ﾁｬﾚﾝｼﾞ 

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾒ

維持、 

化され 

も良 

できた点 

機能訓練指導員 

 

利用者からは、書面で自 

分の状態が見られるので 

くことができ 

のｹｱﾏﾈｼﾞ

訓練ﾒ

合わせ

対応い

機能的評価
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【(機能的評価)Barthel Index

の導入】 

(Barthel Index)による評価

を実施いたしました 

■個別機能訓練加算Ⅱの算定 ○ ➣算定いたしました 

④ 「職員」と「質」の確保 

計画内容 評 価 

■人材確保と育成を図る 

■主任の年間計画 

・認知症ｹｱ、医療ﾆｰｽﾞの充実を図

るための取り組み 

・ｴﾋﾞﾃﾞﾝｽ（根拠）に基づいたｹｱ

を行うための取り組み 

・ｹｱの効果の見える化に向けた取

り組み 

・不可能を可能にする課題解決力

のあるｽﾀｯﾌの育成 

× ➣人材確保状況等により、ｽ

ﾀｯﾌの教育が思うように進

まない状況がありました 

指導的ｽﾀｯﾌ配置に課題が

あり、採用したｽﾀｯﾌ教育に

ついても計画通りに進める

ことができませんでした 

⑤ 機能訓練機器の活用 

計画内容 評 価 

■介護予防普及啓発事業、一般開

放等、地域に向け事業所の機能

を活用する方法について、地域

ｺﾝｼｪﾙｼﾞｭとの連携のもと、進め

ていきます。 

○ ➣地域ｺﾝｼｪﾙｼﾞｭが不在の中

でしたが、概ね本年度の予

定を実施することができま

した 

⑥ 経営の効率化 

計画内容 評 価 

■事業所単位、複数事業所への移

行の検討 

× ➣人材確保状況により検討し 

ていません 

 

➢地域共生社会の実現にﾁｬﾚﾝｼﾞ! 

「共生型通所介護への対応」 

計画内容 評 価 

■ﾆｰｽﾞへの対応 

■他の社会資源との積極的な連

携 

△ ➣7/.23 に生活介護事業所ｻ

ｸﾗﾉ園様を見学、11/6 に放

課後等ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽりんぐり

んぐ鈴鹿様を見学し、学び

を深めましたが、当事業所

のｽﾍﾟｰｽ等の関係により、

継続して検討が必要とい

たしました 

■日中一時支援事業の継続 ○ ➣登録者数：4 名 

➢KAIGO ｽﾀｯﾌの“魅力”“楽しさ”“深さ”の発信にﾁｬﾚﾝｼﾞ! 
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「制度改正への対応」「品質管理」 

計画内容 評 価 

■研修会の参加と情報収集 

■会議による情報共有と対応の

検討 

■ｱｳﾄｶﾑ評価に向けた準備 

■現状の業務内容の見直し 

△ ➣情報収集と会議での情報

共有を図ってきましたが、

人手のみに頼る業務の在

り方から、ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ等を活

用した業務に変えていく必

要があり、全事業所連携

のｼｽﾃﾑの導入等に向けた

ｽﾀｯﾌの理解・意識改革が

必要です 

■業務効率化による品質向上 

■現機能を活用したｻｰﾋﾞｽの検

討、実施、評価 

△ ➣定員増に伴い、配車表を変 

更しました 

➣入浴時の衣類交換ﾁｪｯｸ表 

を作成しました 

➣担当者会議録、ｱｾｽﾒﾝﾄｼ

ｰﾄを簡素化しました 

➣総合事業の計画書を簡素

化しました 

➣ｻｰﾋﾞｽｽﾃｰｼｮﾝにｷｬﾋﾞﾈｯﾄ

を 2 台購入し、整理を行い

ました 

➣個人ﾌｧｲﾙの綴り方を変更

し、見やすくしました 

➣現機能の改善では限界が

あるため、ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ等の活

用によって、業務効率化を

図るとともに、ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ方か

らｻｯｶｰ型の組織に転換し

ていく必要があります 

「みえ福祉第三者評価からの気づき」 

計画内容 評 価 

■改善計画の実行、評価、業務

への反映 

○ ➣自己評価ﾘｰﾀﾞｰを中心とし

て改善に取り組みました 

■利用者、職員ｱﾝｹｰﾄの実施 ○ ➣利用者ｱﾝｹｰﾄを実施し、当

該結果についてﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

等において公表いたしまし

た 
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平成 30 年度

事業計画目標

事業報告 

在宅介護支援

鈴鹿市深溝町字北林

年度 

事業計画目標 

地域支援事業

高齢者

1.鈴鹿市介護予防普及啓発事業

事業業務委託

(1)鈴鹿市介護予防普及啓発事業受託

➣○介護予防普及啓発事業にて、運動

に実施し

ｸﾞﾘｰﾝの

の取り組みを進めました

②

久保町や西庄内町・山辺町などの地域にて出張音楽会を行い

ました

③に関しては

実施内容

①ｸﾞﾘｰﾝの

② 出張音楽会

係機関

各地域包括支援

携

③ 生

程度

 

(2)鈴鹿市高齢者

○ ➣本年度より「高齢者通報体制整備事業」から「高齢者見

➣制度的な課題もあるかと感じておりますが、引き続き法人

 

2.車いす

法人独自の取り組みとして、通院や買い物・旅行などの必要に応じ、

法人が所有する車椅子

第二種社会福祉事業

在宅介護支援ｾﾝﾀｰ

鈴鹿市深溝町字北林

地域支援事業における

高齢者見守り体制整備業務

鈴鹿市介護予防普及啓発事業

事業業務委託 

鈴鹿市介護予防普及啓発事業受託

介護予防普及啓発事業にて、運動

に実施し 10 月より毎週実施といたしました

ｸﾞﾘｰﾝの音楽会と選択制としたことで、より幅の広い介護予防へ

の取り組みを進めました

②に関しては昨年度と同様に、各団体からの求めに応じ、下大

久保町や西庄内町・山辺町などの地域にて出張音楽会を行い

ました 

③に関しては

実施内容： 

計画内容

ｸﾞﾘｰﾝの音楽会

出張音楽会の

係機関の求めに

各地域包括支援

携・合同実施

生きがい活動

程度） 

鈴鹿市高齢者

➣本年度より「高齢者通報体制整備事業」から「高齢者見

守り体制整備事業」へと

対象となりうる利用者への対応は行いましたが、委託元と

なる行政および地域包括支援

断がなく、結果的に年間実績は

➣制度的な課題もあるかと感じておりますが、引き続き法人

として必要に応じ連携が図れるよう、平成

約を継続といたします

いす等の無料貸

法人独自の取り組みとして、通院や買い物・旅行などの必要に応じ、

法人が所有する車椅子

種社会福祉事業

ｾﾝﾀｰ 鈴鹿ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ

鈴鹿市深溝町字北林 2956

における介護予防普及啓発事業

体制整備業務の

鈴鹿市介護予防普及啓発事業

 

鈴鹿市介護予防普及啓発事業受託

介護予防普及啓発事業にて、運動

月より毎週実施といたしました

音楽会と選択制としたことで、より幅の広い介護予防へ

の取り組みを進めました 

に関しては昨年度と同様に、各団体からの求めに応じ、下大

久保町や西庄内町・山辺町などの地域にて出張音楽会を行い

③に関しては 1/20 に餅つき行事を行

計画内容 

音楽会（毎週火曜日

の地域展開（

めに応じ開催

各地域包括支援ｾﾝﾀｰとの

合同実施の検討） 

活動など（月１

鈴鹿市高齢者見守り体制整備事業業務受託

➣本年度より「高齢者通報体制整備事業」から「高齢者見

守り体制整備事業」へと

対象となりうる利用者への対応は行いましたが、委託元と

なる行政および地域包括支援

断がなく、結果的に年間実績は

➣制度的な課題もあるかと感じておりますが、引き続き法人

として必要に応じ連携が図れるよう、平成

約を継続といたします 

無料貸し出し

法人独自の取り組みとして、通院や買い物・旅行などの必要に応じ、

法人が所有する車椅子及び

種社会福祉事業 

ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ 

2956 番地 

介護予防普及啓発事業

の実施 

鈴鹿市介護予防普及啓発事業及び高齢者

鈴鹿市介護予防普及啓発事業受託

介護予防普及啓発事業にて、運動ｸﾗﾌﾞ

月より毎週実施といたしました

音楽会と選択制としたことで、より幅の広い介護予防へ

 

に関しては昨年度と同様に、各団体からの求めに応じ、下大

久保町や西庄内町・山辺町などの地域にて出張音楽会を行い

に餅つき行事を行

毎週火曜日） 

（関

開催、

ｾﾝﾀｰとの連

 

➣計

加 

１回 ➣運動ｸﾗ

催、延べ

体制整備事業業務受託

評 価 

➣本年度より「高齢者通報体制整備事業」から「高齢者見

守り体制整備事業」へと名称が変更となりました

対象となりうる利用者への対応は行いましたが、委託元と

なる行政および地域包括支援ｾﾝﾀｰ

断がなく、結果的に年間実績は 0

➣制度的な課題もあるかと感じておりますが、引き続き法人

として必要に応じ連携が図れるよう、平成

 

し事業の継続

法人独自の取り組みとして、通院や買い物・旅行などの必要に応じ、

及びその他の福祉用具

介護予防普及啓発事業の実施

高齢者見守

鈴鹿市介護予防普及啓発事業受託 

ｸﾗﾌﾞ NEXT を

月より毎週実施といたしました 

音楽会と選択制としたことで、より幅の広い介護予防へ

に関しては昨年度と同様に、各団体からの求めに応じ、下大

久保町や西庄内町・山辺町などの地域にて出張音楽会を行い

に餅つき行事を行いました 

評 

計 51 回開催、延べ

 

運動ｸﾗﾌﾞ NEXT

催、延べ 373 名参加

体制整備事業業務受託

➣本年度より「高齢者通報体制整備事業」から「高齢者見

が変更となりました

対象となりうる利用者への対応は行いましたが、委託元と

ｾﾝﾀｰから対象となるとの判

0 件でした 

➣制度的な課題もあるかと感じておりますが、引き続き法人

として必要に応じ連携が図れるよう、平成 31

継続 

法人独自の取り組みとして、通院や買い物・旅行などの必要に応じ、

その他の福祉用具の無料貸出

実施 

見守り体制整備

を 6 月に試験的

音楽会と選択制としたことで、より幅の広い介護予防へ

に関しては昨年度と同様に、各団体からの求めに応じ、下大

久保町や西庄内町・山辺町などの地域にて出張音楽会を行い

 

 価 

回開催、延べ 998 名参

NEXT：計 24 回開

名参加 

体制整備事業業務受託 

➣本年度より「高齢者通報体制整備事業」から「高齢者見

が変更となりました 

対象となりうる利用者への対応は行いましたが、委託元と

から対象となるとの判

➣制度的な課題もあるかと感じておりますが、引き続き法人

31 年度以降も契

法人独自の取り組みとして、通院や買い物・旅行などの必要に応じ、

無料貸出を行い

 

42 

体制整備 

月に試験的

音楽会と選択制としたことで、より幅の広い介護予防へ

に関しては昨年度と同様に、各団体からの求めに応じ、下大

久保町や西庄内町・山辺町などの地域にて出張音楽会を行い

名参  

回開

➣本年度より「高齢者通報体制整備事業」から「高齢者見

対象となりうる利用者への対応は行いましたが、委託元と

から対象となるとの判

➣制度的な課題もあるかと感じておりますが、引き続き法人

年度以降も契

法人独自の取り組みとして、通院や買い物・旅行などの必要に応じ、

を行いまし
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た 

評 価 

○ ➣計 36 名の方に対して、 

車いす     375 日間（前年度比＋105 日） 

ｼｬﾜｰﾁｪｱ     22 日間（前年度比▲71 日） 

ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙﾄｲﾚ  174 日間（前年度比▲ 5 日） 

歩行器       19 日間（前年度比＋19 日） 

の貸し出しを行いました 

 

3.地域ｺﾝｼｪﾙｼﾞｭの活動展開 

評 価 

△ ➣地域ｺﾝｼｪﾙｼﾞｭの退職により活動展開はできませんでした

が、当居宅介護支援事業所のｹｱﾏﾈｼﾞｬｰと連携し、地域

へのｱﾌﾟﾛｰﾁは継続いたしました 
 



 

鈴鹿福祉会

 

名 

所在地

平成

事業計画目標

事業

鈴鹿福祉会 

  称 

所在地 

平成 30 年度 

事業計画目標 

事業報告 

在宅介護支援

居宅介護支援事業所

 

(三重県指定第

鈴鹿市深溝町字北林

 

 

引き続き

～ 居宅介護支援

1.特定事業所

(1)利用者

なﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

護ｻｰﾋﾞｽ

連携継続

(2)利用者

平公正

資源

業所

(3)ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ

地域

携による

る相談支援及

対応体制

(4)ﾓﾊﾞｲﾙ

びﾂｰﾙを

務効率化

との

公 

在宅介護支援ｾﾝﾀｰ

居宅介護支援事業所

三重県指定第 2470300258

鈴鹿市深溝町字北林

き地域への

居宅介護支援

特定事業所としての

計画内容 

利用者へのこまめ

なﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ活動

ｻｰﾋﾞｽ事業所

連携継続 

利用者に対する

平公正な地域の

資源や介護ｻｰﾋﾞｽ

業所の情報提供 

ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ相互又

地域ｺﾝｼｪﾙｼﾞｭとの

による地域に

相談支援及び

対応体制の強化 

ﾓﾊﾞｲﾙ端末の導入及

びﾂｰﾙを使用した

務効率化・関係機関

との連携強化 

 益 事 

ｾﾝﾀｰ 鈴鹿ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ

居宅介護支援事業所 

2470300258

鈴鹿市深溝町字北林 2956

への対応力・

居宅介護支援の New Standards

としての安心感

へのこまめ

活動と介

事業所との

する公

の社会

ｻｰﾋﾞｽ事

 

○ 

相互又は

ｺﾝｼｪﾙｼﾞｭとの連

に対す

び緊急

 

△ 

導入及

した業

関係機関

○ 

 業 

ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ 

2470300258 号) 

2956 番地 

・浸透力の向上

New Standards

安心感からｽﾀｯﾌ

➣毎月担当

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

所へ提供票持参等の各

事業所の訪問を適宜実施しまし

た 

➣社会資源

書面を活用した利用者に適した

公平 公 正な介護

の情報提供につなげました

➣12 月：ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ

養となりましたが、他の

ｰや特養

力を得ながら概ね問題なく対応

いたしました

以後一時的に新規対応が困難

な状況が続いておりましたが、

月にｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ

たことや、病気療養中の職員が

徐々に復帰しつつあることで、状

況は改善方向に向かっておりま

す 

➣地域ｺﾝｼｪﾙｼﾞｭ

当初予定していた体制とはなり

ませんでした。ですが

護支援専門員を

こともあり、概ね業務上問題なく

対応でき、徐々に体制の強化に

向け取り組めております

➣7 月：事業所

音 声 入 力

入し、記録業務の効率化につな

げております

➣ﾓﾊﾞｲﾙ端末については年度内に

見 積 りをとり、かかる費 用 の概

算を確認済み

向上を図る

New Standards への挑戦

ｽﾀｯﾌ全員で地域

評 価 

毎月担当ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ訪問の実施、利用事業

所へ提供票持参等の各

事業所の訪問を適宜実施しまし

社会資源ﾌｧｲﾙの拡充に努め、

書面を活用した利用者に適した

公平 公 正な介護 ｻｰﾋﾞｽ

の情報提供につなげました

ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰが１名病気療

養となりましたが、他の

特養兼務のｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ

力を得ながら概ね問題なく対応

いたしました 

以後一時的に新規対応が困難

な状況が続いておりましたが、

ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰを 1

たことや、病気療養中の職員が

徐々に復帰しつつあることで、状

況は改善方向に向かっておりま

ｺﾝｼｪﾙｼﾞｭの退職に伴い、

当初予定していた体制とはなり

ませんでした。ですが

護支援専門員を 1 名増員できた

こともあり、概ね業務上問題なく

対応でき、徐々に体制の強化に

向け取り組めております

：事業所の全ﾊﾟｿｺﾝ

音 声 入 力 ｿﾌﾄ「VoiceFun

入し、記録業務の効率化につな

げております 

端末については年度内に

見 積 りをとり、かかる費 用 の概

算を確認済み 

る 

挑戦！～ 

地域を支える

ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰによる居宅

訪問の実施、利用事業

所へ提供票持参等の各ｻｰﾋﾞｽ

事業所の訪問を適宜実施しまし

の拡充に努め、

書面を活用した利用者に適した

ｻｰﾋﾞｽ事業 所

の情報提供につなげました 

が１名病気療

養となりましたが、他のｹｱﾏﾈｼﾞｬ

ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰの協

力を得ながら概ね問題なく対応

以後一時的に新規対応が困難

な状況が続いておりましたが、3

1 名増員でき

たことや、病気療養中の職員が

徐々に復帰しつつあることで、状

況は改善方向に向かっておりま

の退職に伴い、

当初予定していた体制とはなり

ませんでした。ですが 3 月に介

名増員できた

こともあり、概ね業務上問題なく

対応でき、徐々に体制の強化に

向け取り組めております 

ﾊﾟｿｺﾝ端末に

oiceFun」を導

入し、記録業務の効率化につな

端末については年度内に

見 積 りをとり、かかる費 用 の概

 

44 

える 

による居宅

訪問の実施、利用事業

ｻｰﾋﾞｽ

事業所の訪問を適宜実施しまし

の拡充に努め、

書面を活用した利用者に適した

事業 所

が１名病気療

ｹｱﾏﾈｼﾞｬ

の協

力を得ながら概ね問題なく対応

以後一時的に新規対応が困難

3

名増員でき

たことや、病気療養中の職員が

徐々に復帰しつつあることで、状

況は改善方向に向かっておりま

の退職に伴い、

当初予定していた体制とはなり

月に介

名増員できた

こともあり、概ね業務上問題なく

対応でき、徐々に体制の強化に

端末に

を導

入し、記録業務の効率化につな

端末については年度内に

見 積 りをとり、かかる費 用 の概
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本年度ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰが 1 名増員と

なったことに伴 い、その方 の習

熟度合いを確認しつつ、携帯電

話増台にあわせ全ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰの

携帯端末をｽﾏｰﾄﾌｫﾝに変更予

定としております 

➣それを前提として、鈴鹿市医師

会が導入予定としている在宅患

者情報共有ｼｽﾃﾑ「ﾊﾞｲﾀﾙﾘﾝｸ」

の説明会にも参加いたしました 

(5)定期運営会議・居宅

内研修の継続、各種

外部研修会への参加 

○ 「法人 5.-（1）」をご参照ください 

（特に医療面を中心とする、今年度は必

ず障害施策や地域共生ｻｰﾋﾞｽについて

盛り込む）、地域ｹｱ会議やｹｱﾌﾟﾗﾝ点検・

各種ｹｰｽ検討会への事例提供など協力

推進 

(6)困難ｹｰｽへの対応

と、地域とのつなが

りを意識した連携推

進・強化 

○ ➣適宜、鈴鹿西部包括支援ｾﾝﾀｰ

をはじめ、鈴鹿市長寿社会課や

鈴鹿亀山地区広域連合の求め

に 応 じ 、 困 難 な ｹ ｰ ｽ 等 へ の 関

与・対応を行いました 

加えて障害施設からの求めにも

応じ、障害・介護双方のｻｰﾋﾞｽ

を活用するｹｰｽの担当も障害施

策 支 援 相 談 員 と連 携 し対 応 い

たしました 

➣平成 30 年 4 月の法改正より居

宅介護支援にﾀｰﾐﾅﾙｹｱ加算が

新設されたこともあり、年度内に

3 件算定対応いたしました 

➣他の居宅介護支援事業所の閉

鎖や担当ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰの退職、異

動に伴うｹｰｽ移行相談にも可能

な限り対応いたしました 

(7)研修内での各担当

ｹｰｽの開示および定

期的な相互担当ｹｰｽ

への同行訪問・困難

ｹｰｽへの複数ｹｱﾏﾈｼﾞ

ｬｰの関与 

○ ➣年度内にて延べ 27 件以上の同

行訪問を実施いたしました 

➣それ以外にも必要に応じ各担当

が抱える課題に他のｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ

が相談に応じ、適宜関与を図っ

ております 

(8)介護支援専門員実務

者研修実習説の受入

れ 

○ ➣本年度は 2 月に 1 名（延べ 3 日

間）の実習を受入れました 
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(9)人事考課による自

己覚知と資質の向上 

(10)和顔愛語の実践 

○ ➣法人の人事考課制度を活用し、

各 自 の年 間 目 標 の設 定 や振 り

返りによる自己覚知と資質の向

上につなげました 

また適宜職員間の交流を図り、

ｽﾄﾚｽを抱 え込 み過 ぎず、常 に

相互で相談し合い、指摘し合え

る関係の維持・向上に努めまし

た 

 

2.介護保険制度に対応する～変化する制度への順応と説明

責任(ｱｶｳﾝﾀﾋﾞﾘﾃｨ)の実践～ 

計画内容 評 価 

(1)平成30年度介護保

険法改正に伴う変更

点の周知徹底と利用

者・家族への説明 

○ ➣各 種 研 修 への適 宜 参 加 や、関

係団体からのより速やかな情報

取得により、遅滞無く最新情報

を把 握 し理 解 したうえで、利 用

者･家族への説明に努めました 

その結果問題なく制度の変化に

対応できました 

(2)昨年度より開始と

なった鈴鹿市の日常

生 活 支 援 総 合 事 業

（地域包括ｹｱｼｽﾃﾑ）

構築に伴う変更点の

周知徹底と利用者・

家族への説明 

○ ➣鈴鹿市西部地域包括支援ｾﾝﾀ

ｰや鈴 鹿 亀 山 地 区 広 域 連 合 と

連携を図り、総合事業に対する

理解を深めるとともに必要に応

じ利用者･家族への説明に努め

ました 

 

3.地域貢献活動の推進～社会福祉法人として地域に安心感

をお届けする活動の実践～ 

計画内容 評 価 

(1)介護予防普及啓発

事業と連動したﾊｲﾘｽ

ｸ高齢者へのｱﾌﾟﾛｰﾁ 

○ ➣詳細につきましては、事業報告

（在宅介護支援ｾﾝﾀｰ）を参照し

てください 

(2)鈴鹿市健康福祉部

長寿社会課・鈴鹿亀

山地区広域連合・鈴

鹿市西部地域包括支

援ｾﾝﾀｰ・地域の民生

児童委員・他事業所

との連携 

○ ➣1-⑥に挙 げた困 難 事 例 での連

携 に加 え、民 生 児 童 委 員 協 議

会 や 地 域 ｹ ｱ 会 議 へ の 出 席 な

ど、各関係機関の求めに応じ適

宜連携を図りました 

※会 議 の出 席 状 況 等 、詳 細 は

「法人 5.-（1）」ご参照ください 

➣昨 年 に引 き続 き本 年 度 も鈴 鹿

市西部地域包括支援ｾﾝﾀｰを通

じ石薬師明るい街づくり協議会

からの求めに応じ石薬師ふれあ
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いﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙへ参加いたしました 

(3)地域の中の各種社

会資源の情報収集お

よび連携強化 

○ ➣新規開設事業所への内覧会や

他 施 設 の見 学 による情 報 収 集

や、ｼﾙﾊﾞｰﾌｫｰﾗﾑへの参加、必

要に応じたﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ等の取り寄

せにより、社 会 資 源 ﾌｧｲﾙの拡

充 と利 用 者 への適 切 な情 報 提

供を行いました 

また必要に応じ連携を図り、利

用に向けた支援を行いました 

(4)医療機関との連携 

(5)地域内の他居宅介

護支援事業所との連

携 

○ ➣入退院時をはじめ、適宜医療機

関と連携を図りました 

具体的な実績として平成 30 年

度の年間で入院時連携 加算を

44 回、退院退所加算を 36 回算

定しております 

➣鈴 鹿 市 医 師 会 の介 護 ・医 療 連

携 支 援 ｾﾝﾀｰすずらんと連 携 を

密にすることや、在宅登録医会

へのｹﾞｽﾄ参 加（6/11）、多 職種

親睦会（7/ 4 日）への参加など

を行いました 

➣鈴鹿市西部地域包括支援ｾﾝﾀ

ｰ合同事例研究会や地域ｹｱ会

議等への参加により、圏域の他

の居 宅介 護 支援 事 業所 との連

携も深めました 

(6)車椅子等の無料貸

し出し事業の継続 

○ ➣法 人 内 に有 する福 祉 用 具 等 の

資産を活用し、利用者への緊急

的な貸出等、柔軟な対応につな

げることができました 

※実績等は事業報告（在宅介護

支援ｾﾝﾀｰ）をご参照ください 

(7)徘徊高齢者等の安

心ﾈｯｸﾜｰｸ活動（鈴鹿

市社会福祉協議会）

への協力 

○ ➣法 人 として徘 徊 高 齢 者 等 の安

心ﾈｯﾄﾜｰｸに登録し、適宜届く捜

索依頼情報 を事業所内で共有

することで、訪 問 など地 域 を移

動する際に意識して不明者がい

ないかの捜索活動に協力いたし

ました 

➣担当する利用者で徘徊ﾘｽｸの高

い方に対しては、適宜制度につ

いて情報提供を行いました 

(8)認知症啓発活動へ

の取り組み 

○ ➣当居宅介護支援事業所のｹｱﾏ

ﾈｼﾞｬｰ 2 名が取得している認知

症 ｷｬﾗﾊ ﾞﾝ・ﾒｲﾄの知 識 を活 用

し、鈴鹿市西部地域包括支援ｾ

ﾝﾀｰの依頼により、鈴峰地区市
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民ｾﾝﾀｰにて地域住民向けの認

知症ｻﾎﾟｰﾀｰ養成講座に協力参

加いたしました（11/15） 

➣認知症ｷｬﾗﾊﾞﾝ・ﾒｲﾄ連絡協議会

へ参加し、ｽｷﾙの維持と情報交

換に努めました（4/22） 

 

4.ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞによる情報発信～地域のみなさまに情報をお届

け～ 

計画内容 評 価 

(1)利用者に有用・必要

な情報の発信 

○ ➣食中毒・熱中症・ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ・ﾉﾛｳ

ｲﾙｽ等季節に応じた各種注意喚

起をﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ上にｱｯﾌﾟするとと

もに、居宅訪問時にﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄを配

布いたしました 

➣その他、地域のみなさまに有用と

思 われるような情 報 発 信 にも努

めました 
 

 


